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富士山周辺のカミキリ

露木 繁雄

富士山が日本 ・高い山でありながら. 最近までカミキリの調査はほとんどされていなかった。 その

理由は「火山でハゲ山」という単なる漠然としたイメージを. 我々 が持つていたためではないだろうか。

ちょっと考えてみれぱハゲているのは高い所だけで、カミキリの生息に適している1000m~1200m,
にかけては、 日本でも有数の青木ヶ原という素晴しい自然林もあり、 生息環境としては悪いはずがな

く、 先入観の恐しさを今つく づく感じている。

関東のカミキリ屋が富士山を調べ始めるきっかけとなったのは、富士山のゴミムシやオサムシを調

査して多くの成果を挙げていた須賀邦耀氏に負うところが大きい。 彼にひっぱられて私が初めて富士

山へ採集に入る以前、すでに彼は数10回も通って、カミキリもかなり注目すべきものを採集していた。
そしてカミキリ屋が富士山を徹底的に調べなくてはならない事件が起った。それは幸運にも私が初

めて富士山を訪れたとき、すなわち須賀氏の案内でカミキリのベテラン小宮次郎,, 木村欣二、 中村俊

彦の各氏と採集に行った1970年6 月28 日のPido,ua fuj i.s・ana( フジヒメハナ)の発見であるo
発見のいきさつは別の機会にゆずるとして、その後多くのカミキリ屋が採集に入るようになり、私

自身も何回か採集を試みたが、一 口に富士山といっても非常に広く、わずかな調査で結論めいたこと

を書くのは好ましくないが、富士山北側と南側(表富士) とでは、ややカミキリ相を異にしているよう

に思われるのは興味深い。

たとえば、現在までのところ、 フジヒメハナは表富士だけで北富士では採集されていない。 他に表

富士だけ、 あるいは表富士で圧到的に多く採集されている種としては、 ホソガタヒメハナ、 ヒメハナ

( Pidon,ia  nutata)、フジコブヤハズ。逆に北富士のみ、あるいは圧倒的に北富士に多い種は、ヘ
リモンヒメハナ、イガブチヒゲハナ、 ヒメョツスジハナ、 コウヤホソハナなどが挙げられる。

また短期間の調査の割には、かなり注目すべきヵミキリが発見されている。 フジヒメハナをはじめ、

アラメハナ、 フタスジカタビロハナ、ヘリグロホソハナ、 ムナミゾハナ、 イガブチヒゲハナ、 ヒメ ョ

ツスジハナ、タケウチホソハナ、クロホソコバネ、オオホソコパネ、 ヒメマルクビヒラタ. ムネマダ

ラトラ、アカジマトラ、 フジコブヤハズ、マルバネコブヒゲ. シロオビドイ. ゴイシモモブト、ヤッ

ボシなどで、分布の東限や南限になっているものも多い。

いずれにせよ、場所的にも時期的にも未調査の部分が多く、また今回のリストは数人の限られた記

録をもとに作成したため落ちも多く、今までに各種の記録をi;持ちの方はもちろん、今後富士山に行
かれて、 新しい記録を追加された方は、 ぜひご連絡くださるよう ;ま;願いする。
富士山は調査してみるに充分値する山だということを一言申し上げてお・きたい。

1. P r;ionus・ i nsuZa r i.s' ノ コ ギリ カ ミキ リ

17. u.1969 , 須走(木村欣二一以下Ki ) : 25. Ⅷ.1970 , 御殿場(小宮次郎…以下Ko) : 3. W.1974 ,
青木ケ原( 須資邦1展一以下s)
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2.Spolrldyi is・ bupres・toides クロカ ミキリ

2. IX.1973 , 新吉田貯木場( Ki ) : 4 . Ⅷ.1974 , 新吉田貯木場( Ki , s,露木繁雄一以下T)
3.Cepha ia i iu un i co lo r ツシマムナクボカミキリ

4 . 11111.1960 , 山中湖(Ko )
4.ArんopaZus・  ru?t ic・tt.s, サビカ ミキリ

4 . 'al.1960, 山中湖( Ko ) : 4 . . 1974 , 新吉田貯木場( Ki )
5.Megas・e m.un qt,adr i co.s・tuZa tu ln オオ ク ロカ ミ キリ

18. Ⅷ.1974 , 富士林道(Ki , s)
6.As・e n u ln punctuiatum. ヒメマルクビヒラタカ ミキリ

14. V1.1970 , 表富士( s) : 4 . .19'「4 , 滝沢林道( T)
7. Ase mum,  st na tum オオマルク ビヒラタカ ミキリ

28. W.1970, 表富士(Ko ) :16. Ⅷ.1971 , 表富士(T )
8.Tet ropiuln oa s ta ne u m, ト ドマツカ ミキリ

23. 11. 1974 , 滝沢林道( s )
9, D i s ten ia graci l is ホソカ ミキリ

25. Ⅶ.1970, 表富士(Ko) : 2. IX.1973 , 滝沢林道(Ki ) : 3. 'aI l974 , 大室山(Ki )
10. iu m p f c o,aponicum ニセハイ イ ロハナカ ミ キリ

23. VI.1974 , 滝沢林道( s)
11.Saoha i inobia ko i t ze i アラ メ ハナカ ミ キ リ .

11. faI l971 , 表富士(Ki ) 1

表富士周遊道路1700m,にある駐車場の近くの、針棄樹と思われるボロボロになった立腐れの木より
得られた。 緯度から見ると南限の記録である。

12.Stenocoru.f caen ieipennis・   フタコブルリハナカミキリ

18. VI.1967 , 西湖付近(高桑正敏) :14. Va.1971 , 須走( s.Komatsu)
13.Tea・o i inus・  mi rtutus r e t m モモグロハナカ ミキリ

2. Ⅷ.1972 , 表富士( Ko)
14.Paeんyta e reb ia キベリカタビロハナカ ミキリ

17. 1d.19,69  ,  表富士 (Ko)  :2.  Vf .1970,  表富士 (Ki)  :10 .1974 ,富士林道( Ko )
15. El,odinus, bi fas,e・iata Japonicus フタスジカタ ビロハナカ ミキリ

29. V.1972 , 表富士(Ko ) 1

表富士周遊道路 の富士宮側料金所( 1450m,)より、富士宮側へやや下った地点を飛 中のもの。 富士

山にはャマシャクヤクの花もあり、今後の調査が待たれる。

16. aiuro tes・  do7・i s カラカネハナカ ミキリ

17. '1111.1969 , 須走( Ki ) : 11. 'aI l971 , 表富士( T ) : 4. .1974 , 滝沢林道( T )
17. Lem.u ia dec ip1,ens, キバネニセハムシハナカミキリ
'11.1970 , 表富士( s )

18.Le m,u ia n i .s,Mm,u ra l アカイロニセハムシハナカ ミキリ

VI. 1970 , 表富士( s )
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19. Le nu ia r1,f i thom・ ピックニセハムシハナカ ミキリ

VI.1970, 表富士( s)
20..Aom,aeops minu ta ヒナルリハナカ ミキリ

28. VI.1970 , 表富士(Ko , Ki )
21. Pidon,ia grai iat na オオヒ メハナカ ミキリ

17. Vl.1969 , 須走( Ki ) :28. VI.1970, 表富士(Ko, T)
22.Pidon ia d i s・coi,da i i s キベリクロヒメハナカミキリ

28. VI.1970, 表富士( Ko, T) : 2. '111.1970, 表富士(Ki )
23.Pi don,ia l nac tL i i t ltoraa カクムネヒ メハナカ ミキリ

17. 、n.1969 , 須走(Ki ) :28. Vl.1970, 表富士(Ko, T)
24. P id on,ia n a ts,us・M ta i へリモンヒメハナカミキリ

18. vI.1967 , 西湖付近(高桑) :27. VI.1971 , 青木ケ原(T) : 25. fal l972 , 青木ヶ原(Ki ) : 3 ~4.
u.1974 , 青木ヶ原(Ki , S, T)
前胸が黒化して、前後両緑のみ黄褐色となる個体がほとんどで、四国に分布するP m.atsus・hi tai

sMokuana  シコクヒメハナに極似する。表富士ではほとんど採集されず、  2 頭ほど得られていると

のことだが、 筆者はまだ確認していない。 本州では青木ケ原周辺と愛應山、 静岡市北部の真富士山で
得られているだけで、通常の型との関連やシコクヒメハナとの関係など非常に興味深く、今後の調査
・ 研究を待ちたい。

25.p idon ia s・e miobs・cura ホソガタヒ メハナカ ミキリ

28. VI.1970 , 表富士(Ko, Ki , T)
北富士では採集されていない。

26. P idon ia m u ta t a ヒ メ ハナ カ ミ キ リ

28. Vl.1970, 表富士( Ko ,Ki , T )
北富士では採集されていない。

27. Pidon i a s,igni fera ナガバヒメハナカ ミキリ

28. VI.1970, 表富士(Ko, Ki , T ) :25. VII i972 , 青木ケ原(Ki )
28.Pidoma  fu,j isana フジヒメハナカ ミキリ

28. u.1970 , 表富士( Ko , Ki , T, S・ 中村俊彦 )
表富士周遊道路 の1600~1700 m,付近で、  6 月下旬から7 月上旬をビ:- クに、 かなり得られる。 8 月

上旬まで出現しているがごく稀である。 北富士では得られていないが、 その後周辺部を調査したとこ

ろ、 静岡県の'-lfii?信峠と神奈川県丹沢山塊の檜洞丸岳付近で発見された。
29.Pido,fia i n.s,utu ra ta ヨコ モンヒメハナカミキリ

4 . Vu.1974  ,  滝沢林道(  T
30.Pidonia sim,i i i ima ニセョコモンヒ メハナカ ミキリ

l7. .1969 , 須走(Ki ) :28. VI.1970, 表富士( Ko) :4. VI.1974 , 滝沢林道( T)
31. P idon ia a m n ta t a セスジヒメハナカ ミキリ

14. VI.1970 , 表富士( s) : 5 . Vl.1971 , 浅間神社(Ki )
32. Pidon ia o3la n ae オヤマヒ メハナカ ミキリ
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22. Ⅶ.1952 , 表富士(平野幸彦) : 25.  lfl.1970 ,表富士( Ko) :21. VII i974 ,滝沢林道( s) :18.  u.
1974 ,小富士( s )
富士山が原産地だが個体数は少なく、 1700 'n以上 の高い所に分布している。

33. P idon,i a pu,zi ioi フタオビノ ミハナカ ミキリ

28. VI.1970 , 表富士(Ko , Ki , T) : 3 . Vill i974 , 青木ヶ原(T)
34. Pidonia de l i 11s・   チ ャイ ロ ヒ メ ハナ カ ミキ リ

17. l ｬ.1969  ,  須走 (K i)  :28.  VI .1970,  表富士 (Ko,  T
35. ()Mayashia ntg,rom.arginata へリグロホソハナカ、キリ

28. Vl. 1970 , 表富士( Ko ) 1 ex

36. M ue i i i a  m.aou ia ta ムナミ ゾハナカ ミキリ

10. W.1974 , 富士林道(Ko ) 1

花のよく いているォンタデ? の集上で得られた。 分布的には画期的な記録で、今までは南アルプ

スの樓島が東限であった。
37. Judo i ia o o m e te.f マルガタハナカ ミキリ

17. Ⅷ.1969 , 富士宮口2 合目( Ki )
38.An,opiodera mi se ? I a チャボハナカ ミキリ

28. V1.1970 , 表富士(Ko)
39. opiodera e a ca t,a t a m ort t i co ia クロルリハナカミキリ

13. vII i974 , 青木ヶ原( s) :10. .1974 , 富士林道( Ko )
40.An,opiodera cya lu a ルリハナカ ミキリ

25. VII i970 , 表富士( Ko) :18. 11.1974 , 小富士(Ki )
41..An,opiodera azu m. e n s i s・ ミヤマルリハナカミキリ

11. VI.1972 , 青木ケ原( Ki )
42.AnoptocLera p3lrrha ヒメアカハナカミ キリ

25. Ⅷ.1970, 表富士(Ko)
43..Aftopiodera s・ootodes・ ツヤケ シハナ カ ミキリ

l8. VI. l967 , 西湖付近(高桑) : l7. Vii i969 , 富士宮口2 合目( Ki ) : 21. Ⅷ.1974 , 沢林道( s)
44.Anopiodera ru.bTa succedanea アカハナカ ミキリ

10. W.1969 ,御殿場ロ2合目(Ki ) : 3~ 4. ln.1974 ,青木ケ原( Ki , s, T)
45.An,opiode ra 1,gai イガプチヒゲハナカ ミキリ

3~4 . .1974,青木ケ原( Ki ,s,T ) : 10. Ⅷ. l974 ,富士林道( Ko ) : l8. 11.1974 ,富士林道( Ki ,T)
非常に局地的な分布をしているようで、青木ヶ原周辺ではかなり得られるが、その他の場所では表

富士で l 頭得られているのみである。

46.Leptura aethiops クロハナカ ミキリ

4 . Ⅶ.1971 , 表富士( T) : l t. Ⅷ. l971 , 表富士( Ki ) :10. u . l974 , 富士林道( Ko ) : 18. u. l974 ,
小富士( Ki )
47. Leptu7・a a r ou.a t a 7mmioa ヤッ ポシハナ カ ミキ リ

18. Vl .1967 , 西湖付近(高桑) :17. .1969 , 富士宮ロ2 合目(Ki ) : 2. IX.1973 , 吉田口2 合日(Ki )
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3 ~ 4 . m.1974 , 青木ヶ原( Ki , s , T) : 10. Va.1974 , 富士林道( Ko )
65.Strangai ia んesc ? M ホソハナカ ミキ リ

28. VI . 1970 , 表富士( Ko , Ki ) : 3 ~ 4 . V西. 1974 , 青木ヶ原( s )

66.C'oremys se r t o・a ta キヌツヤハナカ ミキリ

25. VII i970, 表富士(Ko) : 3 ~ 4 . VE t974 , 青木ヶ原(Ki , s , T)
67.Necyda,ais ha rmalrld i クロホソコバネカ ミキリ

2. Ⅶ. 1972 , 表富士( Ko ) : 26. .1972 , スバルライン( s) : 2 . IX.1973 , 滝沢林道(衣笠恵士):28.
Ⅶ. l974 , 滝沢林道(岩波)
68.Neoydai is so i l (Ia オオホソコパネカ 、キリ

2. W.1970 , 表富士(Ki )1
69.Stenygrauln quadr inotatun ヨツ ポシカ ミキ リ

15. Vl.1971 , 御殿場萩原( S.Kom atsu)
70.Mo iorchu,s hoJ imai コジマヒゲナガコバネカ ミキリ

l t. Vl . 1972 , 青木ヶ原( Ki ) : 16. VI .1974 , 青木ヶ原( Ki )
71.Rosa l i a ba te.s t ルリボシカ ミキリ

17. Ⅷ.1969 , 表富士( Ko )
72. Cha i idont u n qltacLr icoi ie アオカミキリ

4. 、'n.1974 , 青木ケ原( s) 1

73.CI,Zor idoiu m 1, i r ide ミ ドリカ ミキリ

28. Vl.1970, 表富士( Ko)
74.Paiaeooai i idium,  ruf ipenrte ヒ メ スギカ ミキリ

28. VI.1970 , 表富士( Ko )
75.Plymatodes te s・ta ceu s, チャイロホソヒラタカ ミキリ

23. VI.1971 , 御殿場萩原( S.Koma:su ) :10. Vl.1972 , 浅間神社( Ki ) :26. V1.1974 , 滝沢林道( s)
76.Phym,atodes・  ai,bioinctu.s・ シロオビチビヒラタカ ミキリ

28. VI.1970, 表富士( Ko)
77.Phymatade.s,  m,aaki アカネカ ミキリ

28. VI .1970 , 表富士( Ko , Ki )
78.Xyiotreoんus cんi nelw t s・ ト ラ フ カ ミキ リ

16. Ⅷ.1974 , 山中村( s )

79.Xyiotrec1llM・  ciarin ツマキトラカ ミキリ

25. fal l970 , 表富士( Ko)
80.Xyiotrecftus・ olae tpe m t s ウスイロト ラカ ミキリ

25. Ⅷ.1970, 表富士(Ko )
81.Xyiotrechus g,-ay i i ムネマダラ ト ラカ ミキリ

21. Ⅶ. 1974 , 青木ケ原(岩波)
かなり面日い記録である。

82.Xj; iotrecんus ze b r a t us・ キジマト ラカ ミキリ
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20. Vn.1974 , スバルライン2 ~ 3 合目(蓮尾)
花上で得られたが、  これも注目すべき記録であろう。

83.Ciytus  aur ipi i is キンケ ト ラ カ ミ キリ

14. V1.1970, 表富士( s)
84.Ciytus n e iaenus シラケト ラカミ キリ

28. VI .1970 , 表富士( Ko ) : 21. Ⅶ.1974 , 青木ケ原( s )
28. : t 85.Cyrtoeiytus,  caproides・ キスジトラカミキリ

25. VII i970 , 表富士(Ko) : 2. VI.1970 , 表富士(Ki )
86.Brachyciy tus sing,tt ia7-is アカネトラカミキリ

14. VI.1970, 表富士( s) : 28. VI.1970, 表富士(Ko)
87. CM or o c r us,  d i,ade: M kur oto n クロ トラカ ミキリ

16. .1974 , 山中村( s ) : 28. Vl . 1974 , 新吉田貯木場( s ) : 18. u.1974 , 小富士( T)
88.Chiorophorus, Japonicu.f エグリ ト ラカ ミキリ

l8. VI .1967 , 西湖付近(高桑) : 2. IX. 1973 , 吉田口2合目 ( Ki )

89.Rhaphuna a en t s,c a ホソ ト ラ カ ミ キリ

21. Vii i974 , 青木ヶ原( s )
90.Rhaphuma diminuta ヒメクロ トラカ ミキリ

28. VI.1970, 表富士( Ko )
91. 1)e n onaa t rans i i i s トゲヒゲ トラカ ミキリ

28. Vl. 1970 , 表富士( Ko ) : 11. VI .1972 , 青木ヶ原( Ki )

92.Panciytus・  emuitus, シ ロ ト ラ カ ミキ リ

28. Vl.1970 , 表富士( Ko , Ki ) : 21. Ⅶ.1974 , 新吉田貯木場( S)

93.Amgi t1しs・  ma tsu.s・M ta i マツ シタ ト ラ カ ミ キ リ

18. VI .1967 , 西湖付近( 高業)
94. ,lmg,iyptus・  bei iw アカジマト ラカ ミキリ

10. IX.1967 , 山中湖

95.Purprtoenus spectabi ii,s へリグロペニカミキリ

2. Ⅶ.1972 , 表富士( Ko)
96. fa l se m,e.fose i ia glraoi aor シロオビゴマフカ ミキリ

28. Vl.1970, 表富士( Ko )
97.Me fo a Japont oa ゴマフカ ミキリ

18. VI .1967 , 西湖付近(高桑)
98.Mes・o、s,a sen i l i s・ ウスアオ ゴマフ カ ミ キリ

28. V1.1970 , 表富士(Ko)
99.Me sosa ion,giptnais・ ナガゴマフカ ミキリ

25. vII i970 , 表富士(Ko )
100..As・ape a agapm thina シナノ クロフカ ミキリ

17. Vl .1969 , 表富士( Ki )
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101. vsaped ruf ipes, キク スイ モ ドキ カ ミキ リ

28. YI.1970 , 表富士( Ko ) : 27. VI . 1971 , 青木ヶ原( T)
102.M ic roiera pt inoide.s, ヒ シカ ミキリ

18. VI.1967 , 西湖付近(高案) :10. Vi.1972 , 富士吉田(Ki )
103.Cieptom,etopus, b i n aolt ia tus ハスオビヒゲナガカ ミキリ

6 . Ⅷ. 1974 , 表富士( s )
104. P.s,eudooa i a n ob i us japom cus・ ドウポ'ソカ ミキリ

28. VI .1970 , 表富士( Ko , Ki , s ) : 2 . 11.1970 , 表富士( Ki )
105.Pteroiophia フapont oa シロオビサビカ ミキリ

17. l ・ 1969  ,  表富士 (K i
106.Pte7-oiophia zona ta アトジロサビカ ミキリ

28. VI.1970, 表富士( Klo )
107.Pteroiophia o,_da ta トガリ シロオビサビカ ミキリ

28. VI.1970, 表富士( Ko)
108.Pteroiophia g,ranuiatu.f アトモンサビカミキリ

28. W.1970 , 表富士( Ko ) : 10. VI .1972 , 浅間神社(Ki )
109.Pteroiophia Ju,gos・a ナカジロサビカ ミキリ

28. Vl .1970 , 表富士( Ko , Ki )
110.Me.s,esc i la s imi o ia クワサビカ ミ キ リ

28. VI.1970, 表富士( Ko, Ki )
111.Eg,es ina bifas・ciana ニイジマチビカミキリ

28. VI .1970 , 表富士( Ko )
112.Me.s,echthis・ta tu.s・  ftり i.s,anus フジコ ブヤハズカミキリ

11. Ⅶ.1971 , 表富士( Ki , T) : 16. Ⅶ. 1971 ,表富士( T)
表富士には多いが北富士側では稀。

113.Pareoh th is ta tu.f g, r ossus・ セダカコ ブヤハズカ ミキリ

4. VII i971 , 表富士(Ki , T) :11. Ⅶ.1971 , 表富士(T) : 2. Ⅶ.1972 , 表富士(Ko)
1971年7 月16 日に筆者が採集したコプヤハズの1 個体は、 体形がフジコブヤハズとセダカコブヤハ

ズのちょうど中間のような形をして;まp り、  どちらの極とも同定しかねるものであった。 万が一 hybr id
だとすると属間雑種どころか族間雑種ということになり、いろいろな意味で興味深いものである。

114.Monocんamu.f  gnndis ヒゲナガカ ミキリ

2. IX. l973 , 新吉田貯木場( Ki ) : 10. VE l974 , 紅案台( Ko )
115.Monoohalnu.s,  ni teTbs シラフヒゲナガカ ミキリ

2. Im.1969 , 表富士(Ki ) :18. 、9.1974 , 須走口新5 合目( S)
116.Monocham.us・  a i ierM tus・ マツ ノ トビイロカミキリ

10. W.1974 , 紅棄台(Ko)
117.Mon,oohanu.s,  su,bfas,o・latus ヒメ ヒゲナガカミキリ

28. Vl .1970 , 表富士( Ko )

8



、
d

118. opiopんera n a ias iaoa ゴマダラカ ミ キリ

10. 11.1969 , 龍坂峠( Ki )

119..Aeaioiepta f rauda tor ia ビ ロウ ドカ ミ キ リ

25. Vii i970, 表富士(Ko) : 2 . IK. l973 , 新吉田貯木場(Ki ) : 3. u.1974 , 山中湖(T)
120..Aooioiepta sej une ta ニセビロウ ドカミキリ

4 . Vl.1974 , 青木ヶ原(Ki )
121. Uraec lb im.acu ia ta ヤハズカ ミキリ

25. Ⅷ.1970, 表富士(Ko) :28. VII i974 , 吉田口( s)
122. Xen i cote ia par,dai ina チャボヒゲナガカミキリ

16. VI .1974 , 青木ケ原( Ki )
123. Pa i m na i i tu n ta ヒゲナガゴマフカ ミキリ

2. Vf.1970, 表富士(Ki ) :10. VI.1974 , 富士林道(Ko) :18. W.1974 , 富士林道(Ki )
124.Rhodopina ie ul i.s・i i セミ スジコプヒゲカ ミキリ

26. Ⅶ.1970 , 表富士( s )
1 25. dopina 1.Tl,teg,r ipelmis・ マルパネコブヒゲカ ミキリ

26. 1111.1970, 表富士( s)
126.Rhopaios・ce ils・  m,acuiatus フタモンアラゲカ ミキリ

28. VI .1970 , 表富士(Ko ) : 27. IX.1970 , 表富士( T) : 3. u.1974 , 青木ケ原( T )
127.Rbopaio.s,ce ii s・ bi fas・01,a tu.s・ フタオビアラゲカ ミキリ

28. 'u.1970 , 表富士( Ko ) : 2. 、fa t970 , 表富士( Ki )

128.RI,opalesce 11s unifas・c・iattt ヒト ォビアラゲカ ミキり

28. VI.1970, 表富士(Ko)
129.Micco iam:Ia o ie ro ide.s・ カッコウカ ミキリ

28. Vl . 1970 , 表富士( Ko , T) : 27. ]X. 1970 , 表富士( Ki , T )
130. Mi cc o ia mi a t, e r r u e o s・a チビコプカミキリ

27. IX.1970, 表富士(T ) :11. VII i971 , 表富士(Ki )
131.Graphide.s,sa 1,ena ta クモノスモンサビカ ミキリ

28. 111.1970 , 表富士( Ko ) : 2. 11.1970 , 表富士( Ki )
132.Cy i indi iZa g n s・os・cons・ ハイイロツツクビカ ミキリ

27. VI .1971 , 青木ケ原( T )
133. Do l us adall hi i シロオビ ドイカ ミキリ

10. 11.1974 , 富士林道( Ko )
134.Eupogoniops is te w i corm s ホソヒゲケプカカ ミキリ

28. VI.1970 , 表富士(Ko ) : 27. IX.1970 , 表富士(Ki )
135.Syi rod,iboM subfas・c iata シロオビチビカミキリ

17. VI.1969 , 表富士(Ki ) : 2. Vl.1970, 表富士(Ki ) : 3. 11.1974 , 青木ケ原( T)
136.Clai iapoeeus gu t ta tus ゴイシモモブトカ ミキリ

27. IX.1970 , 表富士( Ki , T) : 3 ~ 4. 11.1974 , 青木ケ原( Ki , s , T)
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137..Acan tltoe inu.f ts・eus,   スジマダラモモブトカミキリ

2. IX.1973 , 新吉田貯木場(Ki ) : 4.11.1974 , 滝沢林道(T)
138. Leiopu.f s・t i i i atu.s, ゴマダラモモプト カ ミキリ

3 . 'm.1974 , 青木ケ原( T) :10. Vn.1974 , 富士林道( Ko)
139.Erysamena s・aperd.ina トゲバカ ミキリ

17 . 'mI.1969 , 表富士( Ki ) :28. VI.1970, 表富士(Ko) : 3 . 11.1974 , 青木ケ原( s)
140.1hocen t rus gai iois,i ガロアケシカ ミキリ

3. W.1974 , 青木ケ原(Ki )
141.1hocen t rus,   tes・tud ineu.s・ キッコウモンケシカ ミキリ

2. Ⅷ.1970, 表富士( Ki )
142. 1aoeen t i ineatu.s, アト モンマルク:・ シカ ミキリ

28. V1. 1970 , 表富士( Ko )
l43.Ea;ooent rus・  fasoio.1atus クモガタケシカ ミキリ

28. Vl.1970, 表富士(Ko)
144..M aema t on sa ケシカミキリ

14. Vl .1970 , 表富士( s)
145.Sapo a oo tom,acu iata ヤッボシカ ミキリ .

28. Ⅶ.1974 , 滝沢林道( s)
注日すべき記録 である。

146.Sapo a interrupta へリグロアオカミキリ

2 . .1970, 表富士( Ki ) :23. Ⅷ.1974 , 滝沢林道( s)
147.Eutetrapha sedeoim,pu;nc tata シナカ ミキリ

28. Vl.1970, 表富士( Ko, Ki , T ) :11. Ⅷ.1971 , 表富士(Ki )
148..Butetrapha oce io ta ヤッメカ ミキリ

28. Vl.1970, 表富士(Ko )
149.Eutet npha cんrvs・ooMor is ハンノアオカミキリ

28. W.1970, 表富士(Ko) : 2. IX.1973 , 滝沢林道(Ki )
150.Pareutetrapha simuaans ニセシラホシカ ミキリ

6 . Ⅷ. 1969 , 館坂峠(中臣謙太郎)
151.Menesta .s・u.iphun ta キモンカ ミキリ

3. W. 1974 , 大室山( T)
152.Cages・trna s・artguinoienta ハンノキカミキリ

28. VII i974 , 滝沢林道( S) :18. 11.1974 , 須走口新5 合目( T)
153.G ienea re i io ta シラホシカ ミキリ

18. VI.1967 , 西湖付近(高桑) : 2 . Vl.1970, 表富士(Ki )
154. Eum,ecooe ra un i co l or クロニセリンゴカミキリ

28. Vl.1970 , 表富士(Ko , T ) : 4 . Ⅷ.1971 , 表富士(Ki ) :11. VII i971 , 表富士(T )
155. Eti,m,ecocera f r i t,i t ta ta セミスジニセリンゴカミキリ
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2. Ⅶ.1972 , 表富士( Ko)
156.Nipmostenosto,1a niponen.s・is・ カッ ラカ 、 キリ

28. VI.1970 , 表富士( Ko, Ki , T) : 4. VII i971 , 表富士(Ki , T ) :11. 'aI l971 , 表富士(T )
157.Nupser nar◆s,tnei?a へリグロリンゴカミキリ

2. Ⅶ.1972 , 表富士( K_o )
158. cho rea hebe.foeas・ フチグロチャパネリンゴカ ミキリ

28. V1.1970 , 表富士( Ki ) : 2. Va.1970 , 表富士( Ki )
159. cho rea ino iusa ホソキリンゴカ ミキリ

6 . 'aI l969 , 館坂峠(中臣)

以上のリストは小宮次郎、 木村欣二、須賀邦理の3 氏と鐘者の4 人の記録をも とにして、 それに若

干の 方々 の記録を加えて作成した。 また、標本が現存しているものを原則としたため、かなり抜けて

いる種類もあり、同行した採集者名も落ちていることをお断りしてお く。

文献による記録

上記リスト以外の記録と しては , 次のものがある。 これはいずれも「富士山総合学術調査報告書」

( 1971年・ 富士急行株式会社発行) によるものである。

1.Mdmia  J'aponioa ニツポンヒ メハナカ ミキリ

2.Pidoma t es・t ao ea ニセ フ タオ ビ ノ ミハナ カ ミ キ リ

3..Necy,d,aas・  form,os・ana m tn ura i トガリバホソコバネカ ミキリ

1 ) ニツボンヒメハナカ、キリについて

ま;そらく同定間違いであろう。推察すれば、産地が青木ヶ原上限ということ、われわれの今までの
調査では富士山北側ではホソガタヒメハナは採集されていないこと、青木ヶ原周辺ではPidoniaのう
ちいちばん多く採集できるへリモンヒメハナ・が調査リストに入っていない等の点から、 この標本は;l;
そらくへリモンヒメハナの前胸が黒化したシコクヒメハナ型のものではないであろうか。

2) ニセフタオビノミハナカミキリについて

われわれの調査では標高2000m・付近で採集した個体まですべてフタオビノミハナであった。今後、
さらに調査の必要な種類である。

3 )  トガリバホソコバネカミキリについて

この調査報告では採集地点や採集日がハツキリしていない。少ないながらタンナサワフタギもあり、

ヘリグロホソハナも採集されていることから考えると、表富士側で今後発見される可能性は大きい。

富士山では記録がなく、 周辺山地( 三ツ時、 愛 山、 箱根) で採集されている種類
1.Prionu.s,  s'e.,u t us・ ニセノコギリカ ミキリ

箱根

2..Enopi c res・  b i co l or ヒラャマコブハナカミキリ
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越前岳頂上付近、 24.  V. 1963 , 梅沢賢造(駿河の昆虫 46-1964年6 月による)
3.Gaurotes・  aureopurpurea クビアカハナカ ミキリ

1 . Ⅶ.1973 , 三ツ峠(長尾悟)
4.Gaurote.s,  otome オトメクビアカハナカミキリ

1 . Ⅷ. 1973 , 三ツ峠(長尾悟)
5. Ze mu m Japonica ニセハムシハナカミキリ

1 . Ⅶ.1973 , 三ツ峠(長尾) : 30 VI.1974 , 三ツ峠(露木,木村)
6. Pidon ia miu; a l ミワヒメハナカ ミキリ

30. VI.1974 , 三ツ峠(木村)
7.Pyrrhona iae t ieo ior へリゥ スハナカ ミキリ

箱根 , 愛鷹山

8. Judo i id ia baagi ヌ パタ マハナ カ ミ キリ

三ツ峠 , 箱根

9.Paranas・pia anaspicLoides べニパハナカ ミキリ

箱根

10.Necydai is・  form.osana n i im, ura l トガリパホソコバネカミキリ

箱根 , 愛鷹山

11.Mas _ cus r e i ミ ャマカミキリ

箱根

12..Ai iotrae・u.s・  .s,pんaerioninu◆l, ト ビイ ロカ ミキリ

箱根

13.Semanot w Japoniow スギカ ミキリ

箱根

14.Xy iot rechu.s・   emac iatus・ ニイジマト ラカミ キリ
箱根

15.Epioiytus・ 3lohoyanai ヨコヤマトラカ ミキリ

三ツ峠 , 箱根

16.Cl iorophorus・  notabi iis キイロ ト ラカミキリ

箱根

l 7.Anagiyptw lt ipo,ten,s・i s トガリパアカネトラカ ミキリ

箱根

l8.Amgiyptus,  suあfasciattl.s スギノアカネトラカ ミキリ

箱根

1 9. Dero thora o i ca ホタルカミキリ

箱根

20.Pu,rpu.rioelm.f te m,minc ki i ぺニカ ミ キ リ

箱根

21.Xy iar iopsts・  mim,ioa クビジ I◆カミキリ
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箱根(小田原競技場付近) 18. V. 1974 ( 田中康彦)
22.AtLiaoonotus・  pachypezoi タテジマカミキリ

箱根

23.Mpんona furcata ハイイ ロヤハ ズカ ミ キリ

箱根

24_Acaioiepta Zuau r i oM セン ノ キ カ ミ キ リ

箱根

25.Aoaioiepta des,ener ヒ メビロウ ドカミキリ

箱根(仙石原)
26.Pareutetrapha e m m1, a フチグロヤッボシカ ミキリ

箱根

27. Para mene.s, ia kasu.g,enst.s・ カ スガキモ ンカ ミ キリ

箱根

28.Th1,e.s,t i ua gebier i アサカミキリ

箱根

29.Pal・agienea fortuu i ラミーカ ミキリ

箱根

30. Eu,m.ecoee ra argyros・t icta ヒゲナガシラホシカ ミキリ

愛鷹山

31.Phytoecia ruf ivent r is・ キクスイカ ミキリ

箱根

32.Epigienea c o n e s・ ヨツキボシカ ミキリ

箱根

33. cho rea jlaponioa リンゴカ ミキリ
.

箱根

34.01)erea nigr i t,entr is・ ホソリンゴカ ミキリ

箱根

( 箱根の記録は、 小田原に近い所な ど低地の記録は除いてある。

集されたが、 例外として入れてお いた。)
なお・ クビジロカミキリは低い所で採

富士山周辺部山地で採集されている種類をみると、ほとんどのものが富士山の調査不足のため、富

士山での言ll録 がない種類とみることができそうで、特に愛鷹山、 箱根のものはごく特殊な種類を除く

と、当然富士山にいると思われるものぱかりである。

これは樹相その他から見れぱ当り前のことかもしれない。特に表富士側とは共通性が高いこともう

なずける。

しかしながら北富士と三ツ峠は距離的にはごく近くにありながら、少々 様相が違うようだ。 まず富

士山では採集できそうもない種類として、  ミワヒメハナ、 ニセハムシハナが挙げられる。 どちらも大

菩薩山塊には産し、他の甲虫からみても、三ツ峠は富士山より大菩薩系に属するように思われる。
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箱根に産するもののうち、 一風変 っているのは、 アサカミキリとラミー カミキリであろう。 アサカ

ミキリは仙石原湿原のアザミにいるが、 富士山ではフジアザミが多くあり、 まだほとんど調査されて

いない朝霧高原方面で見出される可能性がある。 ラミーカミキリは小田原周辺でムクゲやカラムシに

多いが、仙石原のムクゲにまで飛来する。 この種類が西から東へ分布を広げて来たであろうことは容

易に想像されるが、 高度お- よそ800 m・で高度の割には寒冷な仙石原に適応していることは驚異である。
ラミー カミキリは非常に特異な分布形態をしてお・ り、仙石原に分布するからといって、富士山で見

出すのは非常に困難なように思われる。 この2 種類以外は、地理的条件、樹相、分布形態等から考え

て、 富士山に産する可能性が非常に高い。

な 横道にそれるが、小田原周辺の低地ではCeresiun ( ヒメカミキリ属)が数種ほか、 キイロミャ
マ、 アメイロ、 ホシベニ、キボシ、 イッシキモンキなど、 海岸性・ 南方系種も記録されている。

選おわりに

富士山は標高差も充分、樹相もすぱらしく、われわれのごく短い期間の調査でも、少なくともカミ

キリに関しては、少々 オーバーな表現をすれぱ宝庫といってさしっかえない感じである。

短期の調査のため多分に主観的な面もあるかと思うが、単に珍しい種類が採集されるとか、種類が

豊富だとかいう採集地 としての良さだけでなく、表富士側と北富士側との種類の差があるように感じ

られること、局地的に分布する極類の多いこと、周辺地域との関連、ひょっとしたら分布しているか

もしれないと思っている種類が実際に採集される意外性など、今後の研究対象としていろいろなテー

マを与えてくれるという意味で、非常に興味深い地域だと感じている。

今後、ぜひ多くの方々 が富士山を調査され、 どしどし研究発表してくださるようお願いすると同時

に、この小文がそのはずみ車になれぱ、幸いである。

l 4

〒 213 逗子市逗子7 - 1 - 24

Plate : 富士山のカミキリ( P 15 )
1 キペ リ カタ ビロハナカ ミ キ リ 2. フタスジカタ ビロハナカ ミキリ

3. ~、リ グロホ ソハナカ ミ キ リ 4. ムナミ ゾハナ カ ミ キ リ 5. へ リ

モ ンヒ メ ハナカ ミ キ リ e; . フ ジ ヒ メ ハナカ ミキ リ ( ) 7. 同( ・

8. ヒ メ ョ ツ スジハナカ ミ キ リ 9. キジマ トラ カ ミ キリ 10.  セダカ

コ プヤハズカ ミキリ とフジコ プヤハズカ ミキリの量ybr ia と思われる個

体 ' ' .  同斜上部面 '2.  同側面
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1973 ~1974 年ヵミキリ界の総括

ふ じた ひろ し
とうとう 2 年まとめて、 といういたって前代未聞の総活 となってしまった。 しかし一ー

一度に2 年分をしるす。 これによって、 より大局的な見地から最近の動静をあれこれ考えられはし

ないだろうか。 技葉末節にとらわれず、本当の総括が書けるのでは。

そんな開き直りをもって本文は始まる。 まず最初はここ2 年間にかける全国各地の成果御紹介か ら。

ここでは便宜上、 以下の12 の区域に分けてみた。

( 文中の☆は1973~1974年に記載された種で、m参照のこと )

I   膨大なその成果

( 1 ) 北 海 道
4 年間連続新種・ 日本未記録種が登場。 あまりのことに、一時は日本にネキが無尽蔵に産するかの

ごとき妄想すら生み出しせしめた“恐怖のネキダリス戦線 ' も、その後の追求むなしく、 さすがに衰

えをみせはじめた。 あの、 時間の問題とまでいわれた沖總本島や八重山のネキだに、 いまだ発見の報
①

告を聞か 、 足ぶみ状態にあるのだから。

そんな中での最大のネキニュース。 それは1971年の 2 きりだったァイヌホソコバネが再度、採集

されたことであろう ( 同じく雨電湖畔 ,73年7 月下旬. 藤田 )
今回の2 頭はいずれもダケカンバの れに飛来したもので、 どちらも であったため、 ようやく

新亜種として記載されるはこびとなった。

ダケカンパの立枯れにやって来る / /
この発見は、広大な土場の材を見て回るという前回の採集法に比べ、はるかに確実なものとされ、

翌年、これをたよりに同好者が殺到することを必然とした。が、1974年度は予想通 リ押し寄せたもの

の、 0敗に終る一一 という体たらくを演じる結果に終った。

しかし、 この悲惨きわまりないMAJOR攻勢のさなかにあって、 しぶとくもまた、日本のニュー・
フ :,イスが增えていたことを知る人は少ない。 すなわち、 深町宗通氏がェゾニュウの花で採集したと
いう0br ium,。  これは従来日本から記録のなかったものである。 特徴を簡単に記して:i;'くと、
- 体はすべて機いこげ茶色で、一 見ツシマアメイロ☆に極似するが、 l ) 腿節が棍棒状でより短い
こと、 2 ) 体型が比較的頭強なこと ( ツシマアメイロはこれに比べるとほっそりしている) で異なり、

サドチビアメイロとも、 1 ) 前胸・ 頭部の形が異なること、 2) 点刻があらく、微毛が多いこと、

3 ) 濃いこげ茶色の体色( サドチビアメイロはうすい黄色) ですぐ区別できる。

日本未記録ではあるが、北海道特産とは考えにくく、かそらく 大陸との共通分布種であろう。大陸

産の01br im と考え合わせて検討してみたいと思う。

以上の2 つに加えて面日い記録は少なくなく、1958年以来のキョクトウトラ(藤田) 、仁宇布のホソ

※①石垣島オモ ト岳でそれらしき ものを目準したという話、  また実際に採れたというl!e もある。
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ト ドマツ(深町) 、道内初記録のぺニパハナ※②( 雨電、 伊藤浮)、 陸別のチャパネクロツツとョコグ

ロヶシ、道内数頭めのヒトォビチビ・ オニホソコバネ(共に札幌周辺、五十幡直樹)などをはじめとし、
ヒゲブトハナ・ ホソコバネ・ オオトラetcの大物も。とりわけ、クワヤマトラ(知床岩尾別) ' エゾト

ラ(札幌) ・ ナカネァメイロ(札幌) ・ チャイロチビヒラタ(札幌他)等は例年になく 多かった。
これからに期待したいことは、例えぱミドリヒラタ・ ムツボシアオコトラ ' ヤマナラシモモブト '
キボシマダラといつた顔ぶれ。 これらが、 ここ数年来のェトロフハナ ' クワヤマトラ ' ムネモンチャ

ィロトラのごとく、産地やピークを見つけることによって多数採、れだすことは充分考えられるし、ア
イヌホソコバネや()br ium. sp. に続く大陸系のカミキリ発見も大きな楽しみであるo カラフトホソコ
バネにしても現在、樺太~本州の中間にあたる北海道はまだ空自となってお り、分布はむしろ当然と
さえいえる。

地域別に考えれぱ、ほとんど未調査の道北や、はたまた無気味さを秘めた知床半島あたり。 これら
はもちろんこれからの穴場として推薦できるが、 どうも気になるのは札幌~函館の間であるo近頃の
採集者はこの間を飛ばしているようだが、意外な穴場が残されているように思えてならないo
ともあれ、あの広大な北海道。カミキリ屋の足跡はまだ相当局所的で、それも一時的なものにすぎ
なく、平野部からしてわかっていないのは、過去のョスジホソハナなどの例をとるまでもない。

( 2 )   本 州
1972年の秋、 日本のカミキリ界に新顔属が登場した。それも本州で。ところがこのAtimia、  新顔

といわれても , なかなかイメージはわかないもので、写真も図も未公開であったことからか、安易に
ヶブカマルクビ」の和名を聞いて、ケブカヒラタとマルクビヒラタをたして割つたようなものだろう

- - と勝手に解釈。 自分の標本箱や四角紙の中のAseminiをひっかきまわして総点検したあわて者も
いたとかい う。

実物は1 on以下と小さく、銀色の地に黒い絞をたくさんもち( 正確にいえば銀色の微毛が密生して

いて、黒絞に見える所は微毛がないのである) 、マルクビヒラタなどとは似ても似つかぬ。この属の
ものは北米を分布の中心とし、その種類は多く、ヒノキの害虫として有名o
記載以降、岡山のA.okaya m,ensis・ はネズミサシ( ヒノキ科)の衰弱木に集まることが判り、多数得
られるに至ったが、東京奥多摩のA. f,り im,ural は誰も採集を試みていないためか、ダイブの1 頭き

り。

そして1974年6 月、いまや有名採集地の1 つとなっている長野県戸台でコナシの花を叩いていた川

田一之氏はとんでもないことにAtinua を採ってきたのだ// これはE L Y T R Aに詳細が出ている

ので省略するが、これもまた1 頭のまま。 日本のAtimiaの分布やその関係等の問題は1975年からの
課題として据えぉかれることになったのである。

トウホクトラカミキリ、原記載以来まったく記録を聞かず、  「ホソトラの異常型ではない、か」などと

言われていた、いわぱ幻のトラ。 その2 頭目が青森県は津軽半島の先端部(小泊) で採集された。※③
採集者の阿部東氏はトウホクトラとは気づかず、他のカミキリと共に高業氏の元へ送られた、とい

うのが内幕で、小包を開けた高桑氏を「ギャッ / i と叫ぱせた。私もようやく現物を見ることができた
ソ ※⑨そ の後、 利尻島でも採集されたと聞く。

※ 阿部東 ・ 高桑正敏( 1974 ) : トウホクトラ の採集例、甲虫ニュースNos 23レ/24

1 7



が、 なるほどホソ トラなどとはまるで異なり、 上翅は比較的短いのに対し、 後足はョコヤマ トラのご

とく長く、上翅の模様はェゾトラ調となかなか素晴しい。

生態図鑑の写真はなにかカビでもまとわりついているように見えてさえないが、  これなら来年から
北海道行き帰りのカミキリ屋を、 さぞたくさん呼び寄せるであろう。

福;1†県でォガサワラチャイロ//※④はこれまたi;そるべき記録である。典型的な南方系天牛( いわ
ゆる第四分布帯要素) の本題が、なぜ福1†県下にいるのかは理解に苦しむところ。 こんなことがたび

たびあるようだと、 どこそこに何がいそう、などといった予想はやめたくもなる。 本土でなく、雄島

で、 ということで一応海流によってなんとか説明はっけられるが一…それにしても、まるで考えっか

なかった分布には違いない。 本土からほんのわずかに離れているだけでも、 島というのはこれほどモ

ロに海流の影響を受けるのだろうか。

こうしてみると、 さんざん調べられているはずの本州ですらまだまだである。

有名採集地の概況については、 ことさらに触れるつもりはなかったが、南アルプスは異例なまでに
すばらしかった。

二軒小屋付近のやや古くなったカラマツ伐採木で、大珍品ミドリヒメスギが100頭近くも採れたこ
となど、あまりと言えばあまりのことで、本州の大珍品でさえ、インフレの圏外にいないというショッ

クをもたらした1 例である。カラフトホソコバネにしても毎年採れるようになり、1974年にはトウヒ
というホストも確認された。

秋には、近年著しく 普及した秋期コブヤハズ採集法により、タニグチコブヤハズも高嶺の花から一

挙下落、けだし、この採集法をとりいれると、 3 月の琉球に始まって10月末までが、 いわゆるシーズ

ンとなってしまうわけで、実にしんどい時代ともなった。

( 3 ) 四 国

鬼のような怪記録こそでなかったものの、好記録は割に続出した。

1961年にお・ける中村氏以来、追加のなかったコゲチャヒラタは、足摺岬・ 黒専等各所で採れだし、

加えてォガサワラチャイロまでも1 頭得られた(足摺)。 と、いうことは南四国にお・いてクロモンキイ

ロイェはもちろん、 「ort iaなど南方系カミキリが産する可能性も大ということで、 今後のさらなる

調査が期待される。

オガサワラチャイロ以外の四国初記録種としては、分布が予想されていたトウキョウトラ ( 小田深

山等)、当初、キュウシュウトゲパなどと誤認されていたEryssanena  .s,p=実はシマトゲバ( 松山周

辺、 少なくない)、 キイロメダカ(室戸岬)などがあげられる。従来極珍とされていたトゲウスパも松山
市杉立にお・いては比較的コンスタントに採れるようになったし、クロサワヒメコパネも剣山・ 黒尊等

でポツポッと採れだした。

高知側では工石山(奥工石) ・ 大座礼山などの新産地が開発され、 大きな成果があがっているが、前

者に けるハイノキ立枯れでのトガリパホソコパネ・ へリグロホソハナ多数発見、後者にお・いてミャ

マモモブト ? ( 以前から剣山等で知られていたもので再検討の余地がある) が少なからず採れたのは

興味 深い。

As・ape?a属には何種か不明なものがいるo
※④佐々 治集之( '9'?4) : オガサワラチャイロカ ミキリ福井県 に産す、 甲虫ニュースNos 21/ 22
18
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( 4 )九 州
佐多岬にかける Nort iaの発
もっとも画期的なニa - スはこれである。 実物を見ていないのが残念だが、上翅は黄色つぼく、各
足の腿節先端 と!座節の基部が黒い、というものだそうである。10頭近く得られているようで、この他
に三陰外茂治氏も宮崎県青井岳でこれと同様と思われるものを1 頭、イタジイの樹皮下より採集して
いる(8 月上旬)。 さらには、 日南海岸の青島でも採れたという。ただし、 .これは足が全然黒くならな
いらしく、上記のものと同じものではないのかもしれない。

'

飛躍した分布がもう1 つ。熊本県椎矢峠で採集されたキベリカタビロハナ(直海晶二郎氏)。南アか
ら に関西 ・ 中国・ 北九州を飛ばしての記録なのである。ちょっと考えにくいことから、キベりで
はなく大陸系の別物ではないかという意見まで出たく らいである。

その他は特にこれといったニュースはないが、九重のタンナサワフタギを夜間見回ることによって
多数のマルバネコブヒゲと共にヒトォビチビが割と得られたこと(清水文博氏)、従来極珍であったム
ネホシシロ? ※⑤が佐賀県小城~久保田のクリークにあるクワから、かなり多数羽化したこと(深町)
があげられよう。

( 5 ) 対馬および九州周辺の離島
足立一夫氏のけしかけにより、ようや< 対馬北部が本格的に調査されだした。その中心となってい
るのは大星山。 どんな所かというと、例えばッシマアメイロ ' ホソッヤヒゲナガコバネ ' ツシマコブ

ャハズ・ ッシマゴマフチビ・ ツシマケシなど少なくなく、  l 日に2 ケタは軽いというのがスネケブカ

ヒロコバネ・ キモンハナ・ オオアオ・ ムネモンヤツポシ・ オオシロ ' ムネホシシロ ' キバネァラゲと

いう面々 である。

新種と思われるものでは、予想されていた Pse,dale 。  頭部・ 前胸が大きく、一見ひょうたん型で

特異な感じがする。圧巻なのはルリメダカカミキリ !?  一口でいえば、キイロメダカを大きくして、

すこし l一翻を長くしたようなものだが、色がかわっている。頭部は黒く、前胸はうすい黄色、そして
上翅はルリヵミキリのごとき“ルリ色'なのである(竹下富氏)。このStenhom.aius は大陸系のものと
考えられるが、他にもこういったものはひそんでいるはずで、北部の調査はこれからがますます楽し
み。一般の若手九州勢も大星山ぱかりでなく、もっと積極的に未開の他地域に臨んで欲しいものであ

る。 まだホソコパネの再発見という大物があるし、これは北部に限らないが、低山帯のタブ立枯れを
夜間 見回ることにより、オガサワラチャイロが採集できることと思う。

御本尊の足立氏はその後も1 人厳原の海岸でクロマツを調べ、キリシマゴマフ(初記録) ' キュウシ

ウトゲパ・ ナカバヤシモモブトを羽化させたり、原記載以来のニセハイイロハナを採集したり、自

ら積極的に新 地を開発し、かつ実 をあげて:i,, り、まさに若手ヵミキリ屋の範とするに足るo
下a五島では1973年8 月、またも同地を訪れた宮原道則氏により、モウセンハナ' ムモンチャイロホ
ソパネ・ タテジマ・ クワが追加され、さらに不明種とされているアマクサゴマフを狙って天草島へも

足をのばされたが、 これは採れなかったという。

※ 今まで日本において''ムネホシシロ' と されていたものは明らかに2 種を含んでいるo 近いうちに

発表の予定。
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( 6 )伊豆諾島
ここ最近の伊豆は御蔵島一色にみごと塗りつぶされ、驚異的な成果をみた。

まず1973年の6 月下旬、久々 のハネナシチビ採集の報が口火を切り(藤田)、  7 月、長尾悟 ' 小坂隆

氏が入島。同様にハネナシチビを得、 1 頭のみであったクロソンホソハナを6 頭、 さらにとても信じ

られないことに燈火に来たジュウニキポシまで採ってきた。 そして8 月には、「いない所でも採る男」

と恐れられる中村俊彦氏が入島、コゲチャヒラタ系のEurypoda sp. (E. unicolorとE. .bonine,w-
is ☆の中間のようなもの)、 ツマグロアメイロに似たPseudiphra sp. を採集、 ニックネームの本領

発揮 とともに、御蔵島もまた「いない虫でもいる島」の地位を不動のものとしたのであった。

あけて1974年。 6 月初旬よりハネナシチビやアラカワシロヘリトラ ' トカラャハズ ' . As・ape
s・p. が多数得られた(藤田・ 小坂) ことを幕あけに、  7 ~8 月のべストシーズンには衣笠意士' 鈴木和
利・ 下村徹・ 鈴木互・ 斉藤秀生・ 林良一氏といったカミキリ屋が続々 と入り、たいへんな成果があっ

たo

ハイライトは下村の PentMdes s・p. で、化物島のイメージは再び高められたo八重山のシロアラ
ゲ(仮称)にごく近いもので、  1 のみでは何ともいえないが、体が小さく、触角はやや長い。 ハネナ

シチビもまた例外とはならず、 ビーティング、お よび夜間薪の上を歩いているものの見回りを併行さ

せることにより、 計20頭以上採れるという事態にまで至った。 その他は言うに及ぱず一一
御蔵にすっかり圧倒されてしまったが、八丈島では、クロコバネ ' べ一 ツヒラタが採集され、また

同島の枯木を持ち帰った山上明氏はァマミトビイロに似た .Ai iotrae,,s・  sp °アラカワシロヘリ ト ラ
を羽化させた。

怪物島・ 御蔵はこれからどんなものが採れるのであろうか。南方系のカミキリと山地性のカミキリ

の両極端が混生しているので、 予側をゆるさない。 八丈の Ai iotraeu.s, やォガサワラチャイロなどは

採集される可能性が高いし、  Nor t iaがいても;11かしくないo想像力をかきたてるならば、ハナカミ
キリやMolorchini ・ Obr iniの類いやCuor idoiun .sp.  (ヤクシマミドリの t うなカミキリを目撃
したという話がある) とか考えられるし、 Nee?ai ls の発見も今の日本ヵミキリ界の現状からみれぱ

無理からぬことではない。 ( ? ) また、石垣島オモト岳山頂に生息している小型の特殊なBu,m,etop-
ia の系統が、御山山頂の湿原地帯ササ原にいたっていいのでは。

( 7 ) 小笠原諸島
この地区は沖綱と共にアメリカの占領下にあったため、長い間日本のファウナからはずされて論じ

られてきたし、また大洋の小島で生物相の貧弱なこともあり、返還後も訪れた人は少ない。※⑥
カミキリはl972~ l973年、父島の植物検疫所に赴任された楠井善久氏、お・ よび小島圭三博士らの調

査、また若干の一般ヵミキリ屋により、ここ2 ~3 年大幅な進歩をみ、整理された( 1974、草間 ' 奈

良・ 楠井)。
ここでは 般ヵミキリ屋の成果を記そう。

1973年、ゴールデンウィークに訪れた宮原・ 阿武氏がまず父島にて、ムネモンアメイロ☆' クロモ
ンヒ メ ・ オガサ ワラヒ ラ タ ・ ツシマムナクボ(初)等10種あまりを採集。 次いで5 月下~6 月上旬、

※⑥現在全島採集禁止となっており、 許可がなく ては採集不能。
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3週間にわたる藤田の調査により、 新属新種のヒゲシロアラゲ☆2 6、をはじめ、 原記載以来のォガサ
ワラチャイロ・ ォガサヮラゴマフ・ オガサワラビロウドやムネモンアメイロ ' オガサワラヒラタ ' ト

サヮトゲスネキレバネ(舌をかみそうになるので、オガサワラモモブトコバネといった方がよい) ' ケ
ハラゴマフ・ クロモンヒメ・ ワモンサビ(初)等々 20種近くがもたらされた。
10月には小林敏男・ 小田義広氏が入島。比較的多くのォガサワラビロウド' オガサワラゴマフや初
記録のマツノマダラ(いくぶん黒化)、それにCMorophorus, が多数もちかえられ、これによって今ま
ではっきりしなかったォガサワラトラ※⑦の問題に解決をみた。すなわち、草間' 奈良' 楠井(l974)
は1973年の秋に草稿されたので、少ない資科から2 系統のトラを1 つはォガサワラトラ、 もう1 つは

その一型( f yaye3la m,aformis )と扱っているが、この計百数十頭の個体を再検討するに及んで、後者
は完全に別種であると決論された。つまり、小笠原にはォガサワラトラともう1 種Chiorophoru・s, の
新種を産するわけである。

翌、1974年6 月下~ 7 月上旬には再び藤田が父・ 母両島へ。 ヒゲシロアラゲの をはじめ、ひとと

お。りを追加した。その際、帰りの船中で窓に止まっていたCMoropf,ons は前2 題ともさらに異なり、
別種と思われる。 ただし、発見時はちょうど鳥島沖を航行中であり、鳥島からやってきたのか、父島
からついてきたのかは知るよしもない。もし、これが新種として記載されるならば、原産地は“父島

丸aということになってしまう( こんなラベルを書いたのは私としても初めて)o
それはともかく、現在小笠原の天牛は計25種、 これにChiorophoru,s・の2 新種とAnopiophoraの不
明種が加わって28種。 コメッキは9 種というが一一琉球の島々 とはあまりに差があるo

( 8 )熊毛諸島
もう全盛期はとうに越したはずの屋久島だったが、その人気はすごく、多くの天牛屋の集散地 とな

った。

ことに1974年はすさまじいの一語にっき、クロソンホソハナ' モウセンハナ ' ヤクシマヨツスジハ
・ ・ ・ ・ ・ ・

ナ・ ャクシマミドリ・ アラカワシロヘリトラ・ コゲチャヒラタといったかつ:ての珍品はもはや多く採
れて当り前となり、これらは絶対落ちまい、 と固く信じていた超珍品達もあれ よあれよというまに、

その2/3近くがことごとく没落、カミキリ界を驚かせた。その狂気のインフレーションを披露してみ
ると一ー一

まず、これまで2 頭しか採れていなかったメタメソサ( コブバネゴマフ)は6 月、低地のクロマツで
30頭近くも採れ(入江平吉氏による)、 これまた要上の天牛であったャクシマコブヤハズも20頭近く、
高塚小屋付近にて採集された( これも入江氏)。 従来3 頭のみの採集例しかなかった美しい墨色のへリ
ゥスハナ屋久島亜種も6 頭追加されるに及んで、ついに赤い型、かよひ'赤~黒の中間の型がでた ( し

かし、赤とはいっても他産.地のような赤でなく、むしろ茶色に近いものらしい) (むろん入江氏採集)
タンナサヮフタギの立枯れでは、付録として従来少なかったトガリバホソコパネも鬼のように採れ

(入江氏)、さらにはMiccoiamiaの新種と思われるものも30頭以上採れたという(いうまでもないが
入江氏)。
ハイセイコー(注 : 入江氏のこと) と並ぶ屋久のオーソリティ、杉野広一氏は台湾と共通種といわれ

※⑦ヤェヤマ ト ラと思われたり、  ョツスジ トラの亜種になったこともあったが、 それらとはまるで別

物である。
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るStenhom.atu.s,  s・p. を1973 と1974年に宮之浦のアグチ花上で採集された。 これはちょうど、キイロ

メダカの上理に黒絞の出たようなものと思えぱよい。 また、早朝と夕刻、 タブの棄上を見回るという

ムモンチャイ ' ' ホソバネの有効な採集法をあみだし、 他に大きく水をあけた。

那須氏の1 きりだったャクシママルバネコブヒゲ☆も、1973年8 月、小林敏男氏により石塚・」、屋
周辺で3 頭ほど得られた ( 氏はセミスジコブヒゲと思っていたそうで、まじめにやればもっと採れる

かもしれない? ) (屋久のセミスジは他地域のものとかなり異なり、 これを na.sui と間違える人はた
くさんいたが、その反対はこれが初めて)。
この時、 小林氏が大川林道にて Zoodes・(クロモンキイロイェ) とォガサワラチャイロを4 頭ずつ採

ってきたことは、 その立枯れがわかっていることもあり、多くの追l埔型カミキリ屋連を大川に招き寄
せた。 はじめは先例にならい、夕刻飛んでいるものを採っていたのだが、そのうち夜間立枯れを見回

りだすと、 なんとべタペタくっついているではないか。 Zoodes・はまだしも、 オガサワラチャイロは
多く、タブの立枯れ上でヒゲナガヒメよろしく運動会をやって:i; り、大珍品から一挙に暴落してしま

った。

その他あげるならぱ、  トゲウスパ3 頭( 杉野・ 藤田、屋久島産は四国のものに比べ、前胸のトゲが

大きく頭部の溝が深い)、  リュウキュウチビコバネがいくつか、キュウシュウトゲバメタメタ(入江氏
など)。
これらの大戦果はもちろん採集法・ 技術の向上、知見の増大(それと入江氏)によるものが多いが、
やはりそれだけでなく、あたり年であったことも加味されていよう。例をとるなら、今まで年間せい

ぜい1 ~数頭しか採れなかったャクシマキスジトラのその巨大な黒い姿は例年になく見かけ、計20頭
余も得られたが、 これはリョウプ・ アグチの花に来たもの、伐採木、飛んでいたもの一…など、従来

となんらかわることのない方法で採れてお・ り、異常発生としか考えられないものであった。

隣りの口永良部島にもようやくヵミキリ屋が訪れ(伊藤浮・ 守屋健二)、原記載以来のクチノェラプ
コブヒゲやトカラヤハズ・ シロスジドウボソなどが得られた。 この島は屋久より大変交通の便がよい

(宮之浦から毎日)ので、今後屋久の行き帰りに寄られることを:l;勧めしたい。

( 9 ) トカラ列島
交通の不便さなどがたたり、ほとんど訪れる者もなく、空自地帯となっていたトカラにも1973~19

74年にかけ 草間 ・ 入江・ 清野・ 伊藤正雄 ・ 石田・ 小林・ 宮原氏らの有志連が入った(中之島)。
筆頭は清野・ 入江氏により9 頭ほど得られたサタサビ? であろうか。

ところが、 このサタサビ? は…一清野氏の採集品を見て驚いた“なんでこんな所に Paiausybnが
入っているの °とo確かにそれはPaia,,s・ybra属以外の何物でもなく、いわんやRopicaなどで
はなかったoいや、 よく見るならぱ、  Paiau.s・ybra どころかハネナシチビそのものといってもさしっ

かえない。 伊豆特産のハネナシチビがなんでこんな所にいるのかはしらないが、 察するにサタサビと

ハネナシチビは今まで、いずれもわずかしか得られていなかったため、比較されるチャンスもないま

ま見過ごされてきたのだろうか。

調べてみても、 両者は同じものとしかいいようがない。  Type - local i tv (佐多岬)の標本を見てい
ないので何ともいえないが、少なくとも今までトカラにお・いて“サタサビ ' と扱われていたものは現

在のPaiausybn に属するものと思われる。
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新種らしき ものも、  もちろん( ? ) いくつか発見された。 皮剥がしで計20~30頭ほど得られたNor-
t j a spやら、  ミカンにつくというォキナワゴマフ系のMoses・a s・p. やら、 ツヤアラゲ ' ムモンツヤ

ァラゲに近縁な上翅にユニークな斑紋をもつEg,esina  s・p(清野)などo
少なかったトヵラコプヒゲ・ トカラビロウドは多く、  2 頭のみであったトカラャハズ原亜種も少々、
また、シパタアラゲサビ・ チュウジョウトラ ' ニツポンモモブトコバネ' ウスグロアメイロ ' オビレ
ヒゲナガヒメルリ等々 、20種近くの同島初記録種がもたらされ、  トカラのカミキリ相解明は大きく

前進した。

(10) 奄美諸島
:電美大島には相当多数の採集者が訪れているものの、マンネリ化がひどく、目新しい知見はほとん
どない。

しいてあげるならぱ、低地(朝仁など)のクロマツが多い所にあるシイ花上でニイタカハナが多く採
れだしたこと(海老原裕之・ 管井道雄氏の発見による)、アマミアカハネハナが夕刻(5 :00~6 :00)
のごく短い時間に好んでシイの花に飛来することがわかり、従来より多く得られるようになったこと、

くらい。

これにひき比べ、唯1 人1972年に続き4 月と6 月に徳之島入りした杉野氏はコゲチャヒラタ ' ヒゲ
ナガホソハナ・ ニツポンモモプトコバネ・ オガサワラチャイロ ' フ::,.リェビロウド ' オオシマクリイ

ロシラホシ等初記録をはじめ、大きな成果をあげられた( この杉野氏の2 年分の成果と高桑氏の採集
品を基に76種のリストが作成されている※⑧)。翌春、さらに杉野' 下村により、アマミアカハネハナ
タケウチヒゲナガコバネ・ アラカワシロヘリトラ・ シパタアラゲサビの4 種が追加されたo

( 11 )沖細諸島
本島にi;・いて新種と思われるものでは、まず、かって奄美大島湯湾岳にて唯1 頭得られたのみだっ
た通称「クビシロモドキ」のXyiariopsis  sp. が入江氏により7 exs(奥)o体型は上翅翅端がはるか
に長くするどいことを除けぱ、ほとんどクビジロそっくり。 クモノスモンサビのような色調がいかに
も珍品げである。

南方ではネキと肩を並べて人気の高いスピニメゴビスも予想通り、1973年には計5 頭与那覇岳周辺

で発見された(1974年はゼロ)。アマミトゲウスバに近いが、よりグラマーで前胸背の突起は短い。
日本のスピニメゴピスは現在3 種に分けられているが、 よく決め手とされる前胸背の突起云々は長
い短いの傾向はあるものの相当に変化する。いずれも台湾の femes・anaと同様 M bmueyi の延
員線上にあると考えられ、石垣・ 沖種・ 奄美・ 屋久・ 四国 よび九州でそれぞれ分化し、 別亜種的な

関係と思われる。

他にはMim.ecta tina sp. (M.oMrai☆ではないo一見Dolus, 風という) ' 0brium. sp. ( ハツタ
ァメイロに近似)や初記録のイリェシラホシサビ(酒井案理氏)が大きく、  ヤェヤマホソバネも沖細の

は別亜種といわれる。さらに数例のみであったリaウキュウモウセンハナ ' ツマグロアメイロ( 同島
でウスグロァメイロといわれていたものは. もしか';:'ると本種かもしれない) は、1973年以降・ 清野

小林氏らによりかなり多数得られた。

杉野広一 ・ 高桑正敏( '9'74) 、徳之島のカミキリ、 月刊むし39号
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以上はすべて北部与那覇岳にかける もので、 南部の記録はまだま だ足り ない。 以前から指摘されて
るように南部( よび中部も)の調査も欠かすことはできない。 はなぱなしい珍品こそ乏しいが、例え
ぱ北部ではめったに採れないキンケビロウド・ ムモンアラゲサビ・ ヒラシマケシ・ シナクワなどは南

部には少なくなく、またPs,eudaieやchorea(アマミリンゴ? ) ・ ムツボシシロが北部と南部ではそ
の形態が異なるという問題もある。原記載以来知られていない、オキナワゴマフの原亜種など、 もし

かしたら南部に多いのかもしれないのだ。今後は、 もうすこし広域にわたった調査が望まれよう。沖
細本島は広いのである。

春ものの採集なども従来と視点を変えることによって思わぬ成果があった例といえる。  3 月中旬に
咲く シイの花は、今まであまり叩かれていなかったが、これで、原記載以来のオキナヮチャボハナ☆

シバタヒゲナガコバネの別亜種と思われるMoiorchu.s・ が採集され( 与那演習林)、さらにはEpan,ia
(クマタの系統)やC'iytus (フーケンモドキトラ?)の不明種も見つかったり、イシガキチビトラが採
れたり、 虫数は少ないが特筆すべきものが採れている。

今後、 もっとも期待されるのは久米島お よび伊平屋諸島であろう。本島までが精一杯でこれらの島
ま々で行く人はなく 、経験者の諸氏にやっていただきたい地である。

( 12 )先島諸島
宮古島。人気のあるミヤコリンゴはその後多く採れるようになった。

リ ,・ ウキュウヒメアメイロ ' ニセフトガタヒメ、そして特異なリュウキュウルリボシ(救が青く、
流れている) といった初記録種はいずれも多く、イシガキゴマフに似たMeM,a  の新種もかなり多数
得られた。石垣 ' 西表にもイシガキゴマフに似た新種を産するのだが、これとはまた別のイシガキゴ
マフに似た新種である(なんだかややこしいが)。 は上期から腹節がはみ出し、 足がクモのように長

いので、すぐそれとわかるが、 ではこれといった特徴がない。 面日いことに島の北部・ 平良市周辺

では普通のイシガキゴマフ(宮古のものはすこし違うが) しかお・ らず、友利・ 保良等南部ではsp. のみ
と樓み分けている。

石垣島o新種と思われるもののトップは槇原寛氏により発見されたカラスザンショウの生棄に来る
というPenthides・  .s,p。 は黄色、 は日色というなかなかエレガントなヵミキリでォモト岳にて
得られている。

変わったものがいくつかいる。平久保の低地でサキシマウスアヤに混つてススキより得られる、一
見サキシマウスアヤそっくりなPteroiophia( ? ) s・p. とか、オモト岳の山頂付近のゴザダケザサでの
み見つかる、他の日本産すべてのBum etopia と別系統と思われる緑色つぼい小形の不思議なBum-
etopia  s・p. がそれ。 ( これは西表にもいるであろう)
ほかにも、ハツタアメイロに極似する0brium. .s・p. (ハツタとは色がうすい黄色なこと、 複眼がよ
り大きいことで区別される一杉野氏)、 tsuts,ui i系の細い・,lpo mecy,,a ( これはほとんどの島にA.
his・trioと共に産するようだ) 、Cereaum.  s・p. ( ヨコヤマヒメの近似種、奄美~与那国にまで産す)
があげられ、八重山両島で得られているキマダラ(稀) も別亜種と思われる。

珍品から下落したものでもっともはげしかったのは、かって「幻のカタモン」とまで呼ばれたヵタモ
ンビロウドで、入江氏により平地(米原~荒川付近)のカラムシを後食している生態が見つけられ、一
挙に多数が得られた。
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コゲチャフタモンヒゲナガ・ マツダクスペニ・ ヤェヤマクロスジホソハナ等は比較的採集しゃすく

なり , 春性ヵミキリの大物. ムネモンウスアオもォモト岳に いて3 頭ほど採集された。

西表島。石垣島とお;ll・かた同じ。 しいてあげるならば、 カンピラの滝・ 祖納岳などでべニボシがし

だいにポピュラーになってきたこと(高桑・ 畑守国)oヤェヤマヒオドシハナ☆・ Epania s・p. ( アオ

ヒメコバネ? )が何頭かカンピラの滝付近で得られたこと. など。

与那国島。翼上から見ると箱庭のような小島だが、日本の最南端にあり、日本ではここでしか得ら

れないものが少なくないので、訪れる者が最近特に多い。

人気のあるデマシュウス(キマダラヒメミャマ)は横山氏の初記録以降多く採れ ( 3 ~5 月、  ミカン

のビーティング)、 渋い珍品1)1,1,o,na(オキナワサビ) も1974年には夜間、  竹垣を見回る採集法の発見

と同時に格落ちした感がある。

初記録としてはァメイロ( ssp. iltsuiar is) ・ ニセフトガタヒメ(多) ・ ハツタアメイロ、 新種と思わ

れるものには、ススキのビーティングで得られるアヤモンチビに似たSybra s,p. 、やPot i3lne sp.
(2 種) ・ 前記のCeres・iu,nなどがあるo
な:i。、 この島のラベルが付いたヒオドシハナの標本があり、 これから行かれる方は気をつけて頂き

たい。

II 最近の傾向および問題点など

I で奄美大島について記述しょうとした時、 はたと考えてしまった。 何を書こうか全然浮んでこな

いのである。 だが、 それも当り前。 書くに価することが何もないのだから一一

まだ未知の部分をたくさんもっている奄美なのに、ああも多勢押し寄せて、 なんでこうまで漸新な

ニュースがないのだろうか一一 ? 少し前の黄金時代の頃はブームとはいえ、 今よりは少ない人数で

あれほど次々とビッグニュースがもたらされたのに。

これは単に後になったから、などというなまやさしいものでは決してない。 ここ2 ~ 3 年に訪れて

いるメンバーが量的には增えても、質的には低下しているため、  とでも言お うか。 つまり. 前に訪れ

た連中は(必然的なきらいもあるが)盲めつぼういろいろな採集を試み' むろん失策も多かったが、結

果としては数々 の面自い成果をもたらしたのである。 しかるに. ここ 2 ~ 3 年の同島にお。ける採集者

の生態( ? )はどうであったろうか。お・どろく べし, / 10人が10人、 20人が20人といってもよいくらい
ほとんどの人数がまったく同じ所へ行き、同じょうなことをしている。 こんな風に。 まず、 立ち入る

所は八津野オンリー、やることはすなわち、 ネキやハレギやクスペ二などをもっとも採りやすい尾根

の吹き上げに陣どること。 こうしてかっての採集者がみつけた尾根に皆なかよく並び、そして夜は夜

でまたそこへ並んで灯をともしカワゾェイ(アマミトゲウスパ)を狙う。 この間の行き帰りはすこし空
日になるから道すがらをビーティングしたり、土場をみたり、近いから丸畑でもちょっと寄ってみる

か…一 と、 すこし大げさだが、ほぼこれは現実なのである。 よって、 その収獲を見ていると驚くほど

各人が似通っている(大きく分類すれぱだ)。
この採算第一 というか、 安全有利というか、合理的というか、 これが定着したお・かげでここ 2 ~ 3
年というものの、やれ今年はネキが多かった、やれハレギは少なかった、 やれフニリェペニボシは一

…そんなニュースしか聞かれなく なった。
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コゲチャヒラタ ? ・ リュウキュウモウセンハナ ? ・ フタ ッ メイェ ・ リ ,. ウキュウヒメアメイロ ・ ク

ロアラゲ・ キイロアラゲ・ モリャシロオビチビ・ クビジロモドキ? ・ イリェシラホシサビ・ コ ブバネ

ゴマフ・ シバタアラゲサビetcかって採れ、 ここしぱらく採れていないものは多い。

この停滞現象は先人の行なったもっとも確率のよい採集法をただまねて、 それだけ。の採集法につ

いての1 つの欠陥なのかもしれない。 むろん、 初心者に変な所へ行けというのは酷だし ( 特に南の島

は初めて、 という人はある程度先人に聞いておかないとどうしょうもない。 本土とは勝手が違うのだ

から。  ) . 多勢でワイワイやりながら名物のカミキリを狙う募囲気は非常に楽しい。 それはそれでま

たいいのだが、何をやるにしてもやはり自分だけのオリジナリティを持っていた方が. 楽しみもより

倍加するとい うものではないだろうか。

人の行かない所で、採るカミキリが、みんな初記録と思いながら採っていくのもまた一興だし、自

分で従来の資料・ 情報を分析してひそかに練っていた予想が的中、目標のものを手にした喜びなどは

特に形容を絶する。

初めてそれを見つけるにはある程度以上の経験や技倆がいるが、 その後にまねて採るのはごくやさ

しいことだ。 虫屋の場合「一人前」とは前者をさす。 ただし, 有名コースによるものでも経験して く

ことは大事である。例をとれぱ、対馬でォガサワラチャイロを採ろうとする時でも、オガサワラチャ

イロをまったく採ったことのない者と、大川林道で採ったことがある者とではたぶんその成功率はか

なり違う。

話はもどるが、 とにかく有名地集中で各人がいとも簡単に大きな成果をあげているかというとそう

でもない。小さな場所に多く が集まれば、当然様々 のつまらん幣害だって生じるのだ。  ( 注 : いろい

ろとえらそうなことを書きましたが、 これで私と有名採集地で会われた場合' 石など投げぬようお・願

いシマス )

ここで、 最近の著しい珍品達の転落ぶり を追つてみょ う。 そのほとんどが一定のプロセスを経てい

ることに気付く。 すなわち珍品といえど 繁殖を線り返しているわけであるから、 いる所にはいかな

珍品といえどたくさんいるのであり、 その環境・ 条件が他の優勢な種より厳しくかつ制限されるから

減多に採れない。 したがって、従来の採集の場所や時期( あるいは時間)や方法をちょっと変えてみる
ことにより、 その条件が露見することは充分考えられ、 これが珍品を下落させるための鉄理でもある。

ここ最近の成果はすべてその結果とさえいえる。

これを“盲点°といった人もいる。黒田 一氏のケブカマルクビの生1態研究の報文の副題は 「ヵミキ
リ屋の盲点」とあった。 これはこのカミキリが今まで巧みにカミキリ屋の盲点をついていたため(早春
という時期とネズミサシというへんな植物)、 なかなか採集されなかったことを論じているのだが、
ところが /
- - その秋、岡山のY氏から寄せられたハガキにはこう書かれていた。 「At imiaが秋にもネズミサ
シから採れました。 新鮮な個体であること、複数得られたことで秋にも発生しているとしか一一」

つまり、驚いたことにこのカミキリは一度ならず二度までもカミキリ屋の盲点をついていたのであ

る。 なんと頭のよい? カミキリであろうか。

これが南の島だと、こういう発見をできる率はさらに高い。

先の奄美大島を例にとるならぱ、 従来の大珍品ニイタカハナが多数得られるようになったのも、 =
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ィタカハナはッヤケシハナに近い→ ツヤケシハナはモ''' やマツなどの針棄樹を食う > ニイタカも

そうかもしれない→ならぱ、マツの多い所でシイの花をすくってみたらどうか、 という点に清日し
たからである。 また、ァマミァカハネハナにしても、従来の試行だとなかなか採れるものではなかっ
たが. 同じシイの花を夕暮れ時に見るというだけでその確率がぐっと高くなったのである( このよう

に南の島では、同じ花・ 伐採木・ ビーティングでも時刻によって大差があることが少なくない)o
どうしたら採れるのか、 といろいろ想像することは楽しい。 1975年に向けての策として考えている
ものの中から1 例を紹介すれば一一

屋久島のNortia o  これはトカラで本属が発見されて以来、屋久にもいないだろうかという事が言
われてきたものである。 しかし、  Nortiaのもっとも確率のよい採集法である倒木' 立枯れの皮はが
し. 夜間の立枯れの見回り. 燈火採集が昔から相当行なわれているのにもかかわらず、まったく採れ
ていないことで、一時期待も醒めた。

そこへ今回の佐多岬にお・ける発見である。ちょうど中間の屋久だけぬけた形となり、これは何とし
ても採れそうである。 それにしてもわからない。  ,Vortiaならタブかシイの類の立枯れを夜間見回れ
ばよいわけであるが、大川であれほど試みたにもかかわらず、  NortiaのNの字もでてこなかった。
と、思っているところへK氏より「佐多ではZoodes もその後採れているが、これはNortiaと棲み分
けをしていて同じ場所では採れないらしい……」という:t''話o
ならぱなんとかこじっけられる。 つまり我々のさんざん調べた350 ~500m,地帯はZoodes の接家
なのだ。とするとこれより上か下かであるが、上とはまず考えにくい。すると残るは下ということに
なるo ということは屋久のNortiaは(いるとすれば)海岸;:l3' よびその付近の低山に樓息していると思
われるし、これを試みた人も今までになさそうだ。 そういえぱ、佐多岬も青島も海岸ではないか。
かくして、「屋久のNortiaは海岸:t よび海岸べりの低山のタブ ' シイ立枯れを、夜間見回れぱ採
れそう。候補地としては、栗生・ 永田など」といった結論(推論)が生まれる。

- - これで的中するかどうかはわからないが、こんな案をいくつか考えていくうちに日的のカミキ

リが採れる日もくる。 それに完全に外れたとも言いがたいではないか。 いるのに採れなかったのかも
しれないのだから。

いま1 っ若手( 高校・ 大学生) の人達にお勧めしたいのは“もっと遠征を' という ことである。 もちろ
ん地元のカミキリを採ることは楽しいし、その分布を解明していくなどもお・もしろくなくはない。

しかしょく考えてもらいたい。 今日の日本の社会ではほとんどの人がいずれは就職して「社会人」
となるのだ。そうなつたら、まず好き勝手な採集などできゃしない。 できるのは学生時代だけであるo
その学生時代にしても、本当に自由な採集ができるのはたかだか3 ~5 年であり、一生のうち、その
間でなければ馴めないものも実に多い。 これに引き替え地元のカミキリは社会人になってからずっと、
つまりその10倍くらいも付き合う時間がたっぷりとあるのである。 となれぱ学生時代は社会人になっ
てからでは行きにくい遠方や外国にできるだけ行って いた方が資明というものであろうo これをし

ないで今、 鬼のように後悔している新生社会人のグチはさんざん聞かされているので、 これからの若

手にはそういう破目にならないでもらいたい。

「それでも俺は地元とその周辺のカミキリだけでよい」という声もないではない。 まあ人それぞれの
好みに文句をつけるつもりはさらさらないが、そう言いつつも一たび遠征に出て. それにとり懸かれ
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なかった人がいないのは不思議だ。

なぜだろうか ?

その魅力を分析すれぱ一ー一誰でも虫を始めてまもなくの頃. つまり何を採っても何を見ても新鮮
で楽しくてしょうがない時期があったと思う。が、このような初々 しい感動は残念ながらそういつま

でも長持ちしない。 人間に「記憶」というものがある以上当然の結果だ。

ところ力i /南方へ行けぱ少なくとももう一度だけはその感動が味えるの なんと素晴しいことで

はないか。 - -一かくしてこういう転生境を一度知つた人は遠征から国外へと移っていくのかもしれ
ないo
ともかく、イザヤ ' ぺテンダサンではないが、現代の社会にお・いて学生時代は人生最後のボヘミア

ン・ ライフともいえるのだ。 悔いのないよう。

60年代後半より始まった離島ブームは. 70年代にはもはや空前のいきおい。 ここしぱら くはこれが
続くと思われるが、次にくるブームは そらく“台湾uであろう。1000種近くもカミキリがいるといわ
れる台湾、琉球を語るのに不可欠な存在。 すでに一流どころは続々 と訪台しているし、その他束南ア
ジアをはじめ国際色も:豊かになってきた。

国内にては、 もう西表島は古いが、南・ 北硫黄島など最終秘境といえよう。 (小笠原諸島にお・いて
伊豆諸島に ける御蔵島的役割を果していると したら非常に興味 深い)

nl  1973~1974年に記載された力ミキリ・ ほか

ここ2 年間にお ける新メンバーは以下の通りである。 形態上の特徴・ 野外にかける生態その他、 私
見を交えて簡単に解説してみたい。
1 . Eurypoda ( E urypoda ) boninensis Hayashi e t  Kusama (1974 )

オガサワラヒラタカミキリ

Holotype : 、父島扇浦・ 10. VI.1972 , Y.Kusui leg. ( in Kusama's col l )
para types : 14 7 、父島(境浦・ 扇浦・ 袋沢)
かって竹内(1936)が“マツカワノコギリカミキリ“と報じ(母島)、その後、Gressi t t (1956) ・ 林

(1959)により、  Eurypoda sp.  として扱われていたものo
Eurypoda 亜属。つまり日本の本属でいえば、 コゲチャヒラタの系統にあたる。コゲチャヒラタと

は、  1 ) の大腮が大きなこと、  2 ) 前胸前角があまり突出しないこと、  3 ) 上翅の点刻が小さいこ

と( よって、一見して本種のほうがはるかに光沢をもつ) . 4 ) 上期の中央前より、翅端前にまで両側

にある溝が見られないこと、 5 ) 会合角がより鈍いこと、等の諸点で区別されている。

他にあげるならぱ、触角がコゲチャヒラタに比べ. やや短い。すなわち、 ではコゲチャヒラタの

触角が上翅中央を明らかに越えるのに対し. 本種はほぼ中央にとどまり . ではコゲチャヒラタが上

中央近くにまで達しているのに対し、上翅の約1 /3ほど。
以上の相違は本種4 2 、 コゲチャヒラタ(屋久島産) 7 を基に検してみたが、 その

範囲内ではかなり安定していた。 ただし. 前胸前角では本種2 のうち、  1 が鋭く突出している

のに対し( Para type)、もう1 はまったく 突出せず. -丸味を帯びていた。
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今までのデータより推定するならぱ. 成虫は5 月から6 月にかけて羽化し・ 6 月以降に発生o コゲ
チャヒラタと同じく、倒木. 立枯れの樹皮下に見られ(またおそらく・  コゲチャヒラタと同じく、  夜
間は発生木:i- よびその周辺を這い回っていると思われる)、燈火にも飛来する。
分布 ; 小董原諸島父島°母島

2 . Megopis・ (Aegosoma) sl7nca savo ry t Kusui (1974)
ウスパカミキリ・( 小笠原亜種)

Holotype : 、母島桑木山、 l7 . V .1972(材採集) ~16 . Vl .l972(羽化・ 父島) Y.Kusui Ie9 ( in

Kusama's Col l )
paratypes : 3 2 、母島(桑木山)
以前より同地から記録のあったもので、原亜種とは前胸両側により長い金色毛をもち、上翅の毛が
より長< 密なことで区別されている。

小笠原諸島で朽木を崩していると. よく巨大な幼虫が出てく る。本種の幼虫であろうが、その割に
野外にお いて成虫を見かけることは少ない。

分布 : 小笠原諸島父島・ 母島

3 . ps.ephactw scabr,penni.s,  Kusama(1974 ) オガサワラコパネカミキリ

Holotype : 、 母島西ノ浦、 15 . VT .1972 , Y.Kusui leg( in Kusama's Col l )
para types : 1 3 、母島(桑木山)
コバネに似るが. 色はより黒< 、後脛節の広がりは約半分。上翅はより長く、肩部はしわ状' ll

はより細かく密で、翅端へ向かい大きくなる。

分布 : 小笠原諸島母島

4 . ps.ephactus・ soabripeluus・  ohichi j inert.s' is Kusama (1974)
オガサワラコパネカミキリ ( 父島亜種)

Holotype : 、父島袋沢(材採集) ~28. V1.1973 (羽化、和歌山県) , Y.K」」sui Ie9.( i n Kusama's

Col l . )

r 'ar a types : 9 e x s 、 父島(袋沢)
原亜種とは前胸が上理よりも規則的に細かく密に点刻されること、肩部がしわ状にならないこと、
で区別される。

原亜種とも、  l 頭を除き、すべて枯技より羽化した個体である。
分布 : 小笠原諸島父島

5 . opioden (.P?eudaiosterna) ar itai (0hbayashi e t N‘0hbayashi ) (1965 )
オキナワチャポハナカミキリ

Holotype : 、沖細本島与那. 22. IV .1962( in ()hbayashi 's Col l )
今まで台湾のチビカタアカクロハナの亜種とされていたもの。
より長く先細にならない触角節、密集した点刻をもつより突出した前胸背板、細かな点刻をもつ比

較的長い上1國( チビカタアカクロハナの上 が基部の約2 倍であるのに対し、本種は2 倍以上)、より
短い後足のふ節等で区別される。黄絞のより大きなことも1 つのポイントとされているが・ 私の採集
したもののうち、  1 はほぼ理端近くにまで黄絞が拡大していたo
与那( 演習林)・i;よび与那覇岳周辺のシイ等の花上で、現在まで20頭余が採集されている。  ( 3 月下
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旬~ 4 月上旬)
分布 : 沖總本島

6. Leptwa ( Lept1い-a ) su,1lt iZts aureopu,bes・c・en.s, Hayashi (1974 )
コヨツスジハナカミキリ ( 屋久島「i種 )

rio!o type : 、 屋久島小杉谷、 9.WI .1963 , H;Konishi leg ( in Shibata' s Col l )
生態図鑑にャクシマヨツスジハナの♀として誤示されている標本が、本亜種のHolotype 。  この図

鑑の写真:i; よび原記載でみるかぎり、 コヨツスジハナの別亜種とぃうょり . むしろ. ヨツスジハナ屋

久島亜種の1 型ではないかと思われる。

分布 : 屋久島

7. Paranaspia yaye j,a men a s Hayash i e t Yokoyama ( 1974)
ヤェヤマ ヒオ ドシハナカ ミキリ

Holotype : 、 西表島祖納、30 . 111 .1972 , KMa tsuda leg ( in Hayashi' s Col l )
para types : 2 、 西表島(ヵンビラの , 日浜 )
従来、台湾のヒオドシハナと同一に扱われていたもの。

台湾のものとは触角が太いこと、 前胸背板と上 の点刻がより密なこと、体の色(特に頭部と足)が
遠うこと等で区別されている。

かってガンビラの滝で得られた1 を見たが、台湾産が上期が比較的短くピンク色に見えるのに対

し、その個体は上姐が細長< 暗紅色で、むしろぺニパハナに近いようにみえた。

かなり稀なものらしく 、上記のタイプ標本以外に数例を聞くのみ。飛翔中のもの、 モチ? の花に来

たもの(入江氏) などが採集されている。

本種が石垣島に産する可能性は高い。

分布 : 西表島

8. Nor t ia ltus,ta i  Kusama et  Nara (1974 ) オガサワラムネスジウスパカミキリ

Hol o type : 、母島沖村、 20 . V .1973 ,Y,Kusui leg. ( in Kusama' s col l . )
Para type s : 1 3 率、母島( 沖村)
アマミムネスジウスバに似るが、体はより暗い色、微毛がより密で、 上翅の点刻は深く少ない。 同

じく、ムネスジウスバとも前胸背板がより iし味を帯び. 上姐の点刻はより少なく、 点刻が長円形でな

くほとんど円形になることで区別される。

かって鹿野( 1930) ・ 竹内(1935 )がイェカミキリとして報じていたものは、お・そらく本種の誤りと
思われる。

私の知る記録 のすべてが母島の沖村付近にお・ ける燈火採集によるものである。

幼虫はギンネムを食害(児島.  1971 )。
分布 : 小笠原諸島母島

9 . Obr ium t .s,u.s,んilnanu n Hayashi (1974 ) ツシマアメイロカ ミキリ

r io! o type : 、対馬有明山. 14- 17. V .1971 ,H. l rie leg ( in Hayashi's Col l )
Para t ypes : 4 3 9 9-、対馬(厳原・ 佐須奈)
サドチビアメイロと似るが、狭いが頭強な前9 、 それに前胸の前緑と後縁がほぼ同じ長さである

こと(サドチビアメイロは後縁がやや狭い)、体表面の点刻が異なること. より剛毛なこと、色が暗い
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こと、 等で区別される。

有明山・ 厳原・ 佐須奈・ 大星山など. ほぼ対馬全域で得られてお り. 5 月、各種花上に見られるが

少ない。

分布 : 対馬

10 . Ps・eudiphfa 1) ioo io r Na r a et  Kusui (1974)
ムネモンアメイロカミキリ

Holotype : 、父島夜明山、 11 . W .1972 , Y.Kusui leg ( in Nara' s Col l )
para types : 5 14 、父島(夜明山・ 境浦・ 三日月山・ 扇浦。ツツジ山)、母島(乳房山)
本邦産本属のウスグロァメイロ・ ツマグロアメイロとは上1111の点刻が弱いこと、体色が異なること
などで区別されている。

頭部・ 前胸・ 上理。足の色彩はかなり変化に富み、特徴の1 つとなっている前胸背板両側中央にあ

る1 対の栗色絞 も安定せず、消えかかるものまである。上翅では翻端へ行くにつれ微毛が密になり・

肩部から上通の3 /5 あたりまでくると、微毛がいきなり横から縦に生え変わる個所があり、肉眼でみ

ると一種の紋をつくっている。

なお、 vi l l iers ・ 中条( 1971 )の記破した新属新種 rriom.oteus eieg,ans も、模式標本を見てい
ないのではっきりしたことは言えないが、石垣・ 西表島で得られているPse,,diphraの1 極(沖細本島
のp.obwuraは検していないが、石垣島 ' 西表島のものは、奄美大島。徳之島' トカラ中之島産と比
べ、前胸はやや長く、上期の微毛ははるかに密で、 P.ob.s・curaの別亜種程度が妥当) と 同物のように

思う。

成虫の最盛期は4 ~6 月頃と思われる。各種広葉間伐採枝のビーティングで得られるが、非常に俊

敏で、すばやく押えないとほとんど逃げられてしまう。 他のPs・eudiphra同様、 花にも飛来する。

分布 : 小笠原諸島父島・ 母島

l l . Mo?erebus・(Linom,,?) ni tidus Obika (1974 ) ホソツヤヒゲナガコパネカミキリ

Holotype : . 新潟県糸魚川市葛素峠、 5 . V .1969 , l iHayakawa leg(科博)
para types :17 14 . 葛 お・ よび長野県上伊那郡(高遠 ' 戸台)
本種の記載によって長年のMoiorchus・の混乱が整理されたといえよう。
今までウスグロヒゲナガコパネ・ クロツヤヒゲナガコバネに近似の青い光沢をもつMoZorcん,,s・、と
いわれていたもののほとんどが、 この新種に該当すると考えられる。 美しい青色の光沢は生時、印象

的であるが、死後しだいに落ちてゆき、約1 年でほとんどが茶色つぼく変色してしまう。

外見上、最もまぎらわしいオダヒゲナガコバネと本種とを比べた時の同定のポイントとして次の特

徴が簡単であるという(小比賀正敬氏の御教示による)。
1 ) 触角の末端はG(オダ)ではf l、 嘯ﾉなるのに対し、 N(  ホソッヤ )ではほぼまっすぐで り ' 中
は末端のn節目の先端がくびれて. いわゆる擬12節を形成している個体も見られる。 2 ) 触角の微毛

がGでは第5 節目より密になっているのに対し、 Nでは第4 節日より密になる。 3 ) 複眼はGよりN
の方が大きい。 4 ) 頭部の構はGよりNの方が深い。 5 ) 上翅はGよりNの方が長い。 6 ) 全体的に
ザラザラした感じ→G. 全体的につやがある- )N。
また、 本種とクロツヤヒゲナガコパネ(M hat ter i i )が混同されることがあるが、  クロツヤヒゲナ

ガコバネは他のすべての日本産Moiorohu.s・( Linomius, )が後腿節の先端約1 / 3が強くふく ら むのに対
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し、 クロツヤは先端から腿節の約2 / 3 に至るまでがふくれてお・り、 - 見して足が太くみえる。 では

特に触角がほぼ体長程度 しかないという決定的な特徴をもっているので、間違えることはない。

ウスグロヒゲナガコバネ(M. f,,scipennis)はHolotype がォダヒゲナガコバネと同一物といわれ、

オダヒゲナガコパネのシノニムであろうo ( para typeの中には本種M nit idus・ が混つているらしい)
成虫は4 ~ 6 月、カェデ類・ コナシ・ セリ科植物(対馬)の花上に集まる。幼虫はェゾェノキを食害

( 葛葉峠)
分布 : 新潟県葛築時・ 長野県上伊那郡 ' 埼玉県奥秩父 - 東京都奥多摩‘ 兵庫県下・ 福岡県英彦山・

対馬

12 . Mesoe re i s・ kosんunens・1, s oんi ra i B reun ing e t Vi l l iers (1973 )
と ロオビオオゴマフカミキリ(八重山亞種)

Holotype : 、西表島舟浦、 1 . .1968 , i10h i ra leg. ( 仏博 )
従来、台湾のものと同一に扱われていたもの。 原亜種とは上理の斑絞が異なること等で、別亜種と

された。

比較的稀な種で、やや古くなった倒木・ 伐採木の枯技(太い部分)の裏側に静止しているものがよく
得られる。

分布 : 石垣島・ 西表島

13. Aoaioiepta 1.s,Mgakiana B reun ing e t Vi l l iers ( 1973 )
イシガキビロウドカミキリ

Holotype : 、石垣島オモト岳、 3 . lｼ  .1968  ,  H.0hir leg. (仏博)
以前、石垣島にお?いてヒメビロウドに似たAcaioieptaが得られたという話を聞いたが、 本種はこ

れに該当するのかもしれない。 写真で見ると一 見アナバネヒゲナガ風である。

今まで石垣島・ 西表島方面へは多くのカミキリ屋が入っているにもかかわらず、 ヵタモンビロウド

キンケビロウド以外のAoaioaeptaが見つからなかったが、 これは8 月3 日という日付から考える

に発生期が遅いためかもしれない。

分布 : 石垣島

14 . Min - at ina ch i ra l Breuni ng e t Vi l l iers ( l973 )
イシガキコゲチャサビカミキリ(仮称)

Holo type : ' 石垣島オモト岳、  3 . VH .l968 , HOhira leg ( 仏博)
石垣島のコゲチャサビを別種としたものと思われる。 コゲチャサビの分布は広く、国内でもほとん

どの離島に産し. 色彩・ 斑紋はかなり変化に富む。今回' 石垣島のものだけが独立種として記載され

たわけであるが、別亜種程度の扱いが妥当のように思う。

分布 : 石垣島

15 . Rhodopina na、s,ui  Komi ya et  Kusama( 1974 ) ヤクシママルパネ=lプヒゲカミキリ
Hol otype : 、屋久島辻峠、 26 . 'm .l972 , S.Nasu leg ( in Komiya's Col ! . )
para t ypes : 2 l ｦ、屋久島 (石塚小屋
マルバネコプヒゲの系統である。マルバネコプヒゲに似るが. 体は黒く、細い微毛で:i;ま;われ、上
理の斑絞はむしろセミスジコブヒゲに似る。頭部と前胸にはまぱらな点刻をもち、触角はより長く細

い。 那須敏氏により初めて採集された画期的な odopina 。
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今までのデータから総合すると、 発生期は遅く7 月下旬~8 月上中旬、1000 'n以上の高地帯に産し、
モミの枯枝に集まる。

分布 : 屋久島

l6 . Bompog,oniu.s・  fuj itai  Kusam a(1974 ) ヒゲシロアラゲカミキリ(仮称)

Holotype : 、 母島評議平、 6 . VI .1973 , H. j i ta leg( in Kusama's Col l )

par a type : 1 、父島(扇浦)
体は茶色。 密に金色の微毛で:i;:ま,われるため、灰色にみえる。触角は で体長の約1. 2 倍、 第3 節

と第4 節の基半のみは乳自色でよく日立つが、 この色は死後いくぶん汚れてくる。
のみで記載されたが. 1974年には♀も得られた。 は体がはるかに幅広く、触角は体長と同じか

わずかに短いと推定される( 両側とも第11 節目がないので明記できない)。
同時に新属Bonipogoniusの記載がなされているが、 この属はアメリカのEupogon,i・u 属お' よび電

美大島の Anaes・pogonius属に最も近いものである。
6 ~ 7 月. イチビ等の新しい枯枝に来る。現在まで3 頭のみ。

分布 : 小笠原諸島父島・ 母島

17 . Ntos・ybra ryukyueltsis・(Breuning e t Ohbayashi ) ( 1964 )
ヤェヤマチビカミキリ

本島は最初八重山諸島から、林(1963)により台湾のN. ・?i'mi°・°s'taとして報告されたが、 その翌年、

同じものをBreuning ・ 大林はヒメアヤモンチビの新亜種ssp ryu,hue,wi.s, として記載したo 今回、
これを再度独立種として昇格させたものが本種である。

同文にはN.cr ibrei ia,」V.oostata ,N ryukyu,ens・is・ ,N. sinuicostaの検索表が付され、 Breuning

がN.oostata とN. .s,inuioos・taをシノニムと提議している(1964)のに対し、上記検索表中の特徴より
両種は別物であるとの見解を示している。

5 ~6 月、シイ等の伐採木のビー ティングで得られるが少ない。

分布 : 石垣島・ 西表島

以上のl7種がここ 2 年間に新種・ 新亜種として発表あるいは昇格されたもの。

他に2 ) (下記)では、 ツヤケシヒゲナガコパネをM,oiorchus からMoiorchoepa,ua( ツヤケシヒゲナ
ナガコパネ属) に. またュアサヒゲナガヒメルリをキモンの一型扱いとしている。

北九州の昆虫(6)には、中根猛彦博士によりヵッコウを除いた日本産Mi,oooiania属の再検討がされ
てお・ り、 暫定的な処置としてM t,er rucos,a Bates (1884) とM tuberou,iata pie (1918 ) の2 種に分

け、  M g,ia,brieuia Bates(1884)は前者の亜種としているo

参  考  文  献
1 ) Kei i ch i Kusam a , Haj im e Na r a , a nd Y,osh i h i sa Kusu i : Notes o n Longicorn - Bee tles

i n the Ben i n Islands , 静岡大学紀要Vol .8 ,P i t7~135 (1974) < 1 ~ 4 ' 8 ' 10 ' 16の種>

2) Masa o Hayashi : S tud i es o n Ce ram byc idae f r om Japan and i t s Adjacen t Regi ons ,

XX, 昆虫学評論vol .XXVI , Nos. 1 /2 , P it ~17 (1974) < 5 ~ 7 ' 9 ' 17の種 >

3 )  Ji ro Komi ya and Ke i i ch i Kusa ma : o New Spec ies of t h e Tr ibe Rhodopi ni ni

f r o m Yakush im a I s l and and  Formosa , 静岡大学紀要Vol .8 , P.137~140(1974) く l5の種>
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4) StePhan Breun in9 e t And r e Vi i i i e rs : Tro is n o u ve a u x Lami a i res des l ies Ryu -
Kyu ' Bu!1e t in de I a Soc ie le en t omo1ogi que de  France  78( 1 / 2) (1g73) < 12 ~ 14
の種>

5) MaSa t aka Obi ka : A New Spec ies of the Ge nus Moiorchu.s・( coleoptera , cerambyc l -
dae) f rom Central  Japan, 動物学彙報vo!.46 , ND3 , p205~207 (1g74 ) く11の種>
6) Ta ke h i k o Nakane : On Miccoiamia 1, e r r u c o .s・a Ba tes and I ts al l ies ,北九州の昆蟲
Vol .19 , No.1 ( 1973 )、
ここ数年、  とくにカミキリ界の動きは目覚ましく( というより目まぐるしく、)、..年間平均ほぼ10種の
べ一 スで新メンバーが追加されている。 それまでの日本産ヵミキ・リをほとんど網羅した生態図鑑がァ
というまに古くなり、 さらにその後“最新版' と銘打たれた分布一一覧表も. その印刷中にもう何種か
記載されている、  という有様で. すさまじいの一語につきる。

ここでは一覧表以降のカミキリ(11 を除く) をすべて紹介してみたが、 これですべてではない。文中
にやたら、“新種“とか“sp. uとかいう単語が速発されたことでも容易に推察できるように. はたして
日本に何種のカミキリがいるのか混乱した向きも多いと思う。

そこで、暇にまかせて「日本産未記載天牛リスト」を作ってみたところ、亜種を含めるとなんと60~
70もあった/とすると、  日本のカミキリは亜種で数えるならば、約820~ 830ということになるので
あるo

新種という言棄も色あせてきたこの頃、ついでに一言つけ加えるならぱ、記載の時、  とくに同定の
相当まぎらわしいものは1 極のみポッンと書くより、  Revisionのようなものを作って、その中に記
載をお'りこむようなものが有意義と思うo例えば、 Rhodopina”AcaioZepta, Ps・e・ucla ae , Megop,s
( Spinimegopi?) , Pothype , Sybra , Ropioaなど、そういつたものが望まれよう。

* * * * * * * * * * * * * * *

原記載論文を翻訳していてつく づく 感じたのだが、 文章形態によ る種の特徴の表現には限界と欠陥
がある。

例えぱP・so''diphnの個所で触れた trio m.oteus にしても、文章に照らし合わせれぱ恐らくps.e-
udiphraであろう、と一応考えられるが' 断言まではできない。より000、比較的x x x、やや△
^△、という言い方に代表される形容詞的な語句はとらえようによってはひどく曖味な性質を有して
かり、例えぱ「密に点刻」といっても、「1 平方開に何コから何コまで点刻があるもの」といった基準が
ある訳でもない。 文章ではダイブ標本の像を完璧に再成することは不可能なのである。
これが写真(か図) ならどうであろう。 B5 版の1 べ一 ジに大きなカラー写真でも載せれぱ、瞬時に
してそのイメージのすべてが伝わる。文章で完璧に(近く)表現しょうとすれぱ、きっとB5 版に100
べ一 ジも難解な文を弄しなければならない。 そうして書く 方はもちろん、読む側も大変な手間で, 瞬
時などというわけにはとてもいかないし、イメージの再現も写真よりは落ちる。

記載は写真(図) を主体に、などと言うつもりはさらさらないが、補足的な意味でも重要さは充分 考
えられる。
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<正解> これは現在までの日本各地にかけるカ ミキリのリスト完成度を表わす地図。 斜線はすでにリ

ストが一応作られている地域を示しています。

一見してわかるよう、西日本の方がよくまとまっており、特に中国地方は全国で最もよくまとまっ

ているようです。四国・ 九州はまだの所が多い。 これはデータ不足というより、むしろ整理されてい

ない為で、近畿地方にいたってはこれがさらに極端。 これらの地域については古くから愛好者も多く、

記録はもう相当集積されているはずで、早いところ整理していただきたいものです。

中部・ 関東もまたしかりで、県単位の報告は少なく、東北となるとまるで未知の状態、北海道もそ

ろそろ道内を統一 した分布リストができていい頃一ーーー一。

* * * * * * * * * * * * * *

1975年度から、 本会では機関誌「E L YT RA」の他に第2 会誌と して「さやばね」を発刊いたします。
「ELYTRA」が先ゆき. 原記載論文をはじめとする原著主体になってゆくのに対し、第2 会誌 「さや

ばね」では今回のように日本各地の甲虫リストや雑文的な記事を中心に編集してゆきたいと思います。

特に当分の間要となるリストは毎号できる限り掲載し、残された地域をかたづけてゆきたいと考えて

ま1りますので、 よろしく御協力の程をか願いいたします。

現在編集部にて計画している地区は東京都下・ 福島県南会津周辺・ 北海道ETCで、 これらと平行
して伊豆諸島・ 小笠原諸島・ 南西諸島などの島嶼も順次まとめていく方針であります。

( 藤田 宏記)
C 今回収録 したリストはその地域に産すると思われるカミキリの6~ 7 割以上をリスト ・ アップし

てあると考えられるものに限定し. それ以下の仮リスト的な報告は一応除外しました。

な i,・、 今回は私が目を通すことのできたリストを紹介しましたが、 この他にもすでにまとめられて
いる所があるかと思います。 御気付になった方は本会事務局まで御一報下されぱ幸いです。
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事 務 局 か ら の お 願 い
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さ やばね Na 1 昭和50年7 月31 日発行

編集 : 高桑正敏・ 藤田 宏 印 刷 :岩峰社
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